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第1回

　田村高校生が地元を活性化させようと、町内の飲食店を紹介し
た手作りのパンフレットで観光案内を行いました。観光客の皆さん
は、満面の笑顔でパンフレットを手にし、大好評でした。
　この活動には、JRCインターアクト部を中心とした生徒会役員を
含む有志者35名が参加しました。昨年行った滝桜ボランティアでの
観光客の声をきっかけに、企画・交渉・作成などすべてを生徒達で
行い、約３か月の期間を経て完成したパンフレット。JRCインターア
クト部の佐久間和佳さん、渡邊綾香さん、大内美空さん、大河原妃莉さん
の4名を中心に作成し、飲食店への取材は、自分たちが地域を知るための
きっかけになったと語っていました。
　また、パンフレットの表紙・裏表紙は、生徒会長の成田愛さんと副会長の
岩谷春花さんが作成しました。表紙は色鮮やかにしてパッと目を引くもの
に、裏表紙は表紙を立てるため、三春感は出しつつ控えめの配色にしたと、
抜群のコンビ力を見せました。
　生徒達は、田村高校も今年創立100周年のため、今後はPRを頑張って
いきたいと意気込んでいます。

田村高校生手作りパンフレットで地元を応援！

春季企画展「三春滝ザクラ」開催中

田村高校生手作りパンフレットで地元を応援！

　歴史民俗資料館の春季企画展では、古い滝桜の文書や絵画、写真と滝桜
の保護に関する資料を展示するほか、滝桜を詠んだ詩歌なども展示してい
ます。
　なお、5月5日（木）までは、雪村筆「奔馬図」も特別展示していますので、こ
の機会にぜひご来館ください。
　　○入館料　一般・大学生300円、小中高校生等150円
　　※休館日　5月6日（金）と9日以降の月曜日

春季企画展「三春滝ザクラ」開催中

　４月８日、坂本町長、幕田観光協会長が滝桜の開花
を宣言。観桜期間中は、「三春滝ザクラ天然記念物
指定１００周年」を記念した様々な事業を実施しました。

　４月８日、坂本町長、幕田観光協会長が滝桜の開花
を宣言。観桜期間中は、「三春滝ザクラ天然記念物
指定１００周年」を記念した様々な事業を実施しました。

　３年ぶりとなった滝桜のライトアップに合わせ、
グランドマッピングの様々な光で滝桜を鮮やかに
彩りました。

　３年ぶりとなった滝桜のライトアップに合わせ、
グランドマッピングの様々な光で滝桜を鮮やかに
彩りました。

　滝桜を「ぐるっと」一周できるよう
遊歩道を設置。普段見ることができ
ない、様々な角度・場所から滝桜を
眺めることができました。

　滝桜を「ぐるっと」一周できるよう
遊歩道を設置。普段見ることができ
ない、様々な角度・場所から滝桜を
眺めることができました。

　三春町婦人会・歴史民俗資料館友の会・
生涯学習支援ボランティアの会の皆さんの
作品を役場庁舎内に展示し、三春の春を演出
しました。

　三春町婦人会・歴史民俗資料館友の会・
生涯学習支援ボランティアの会の皆さんの
作品を役場庁舎内に展示し、三春の春を演出
しました。

た。た。た。た。た。た。施しまし施しまし指定１００周年」を記念した様々な事業を実指定１００周年」を記念した様々な事業を実 た。た。を記念した様を記念した様 施しまし施しまし１００周年」を記念した様々な事業を実１００周年」を記念した様々な事業を実 ましまし指定１００周年」を記念した様々な指定１００周年」を記念した様々な々な々な た。た。た。た。１０１０指定指定指定指定１０指定指定１０１０１００周０周１００周０周０周０周年」年」０周０周年」年」年」年」を記を記を記を記念し念しを記を記念し念し念し念した様た様念し念した様た様た様た様々な々なた様た様々な々な々な々な事業事業々な々な事業事業事業事業を実を実事業事業を実を実を実を実を実を実施し施し施し施しましまし施し施しましましましました。た。ましました。た。

記念事業
　　プロモーション動画
記念事業
　　プロモーション動画

15秒動画 120秒動画 Find！三春

開花宣言開花宣言

ぐるっと滝ザクラぐるっと滝ザクラ

さくら飾り、つるし飾りさくら飾り、つるし飾り

メモリアルライトアップメモリアルライトアップ

記念事業の詳細は、「Find！三春」ホームページをご確認ください。記念事業の詳細は、「Find！三春」ホームページをご確認ください。

　田村地方３市町（田村市・三春町・小野町）共同で「田村地域さくら
周遊マップ」を作成。周遊マップには、３市町の桜の名所や観光施設、
おすすめの周遊ルートを掲載しています。
　周遊マップは、三春きたまち蔵「TENJIN」（三春町字北町１０）で
配布しています。

　田村地方３市町（田村市・三春町・小野町）共同で「田村地域さくら
周遊マップ」を作成。周遊マップには、３市町の桜の名所や観光施設、
おすすめの周遊ルートを掲載しています。
　周遊マップは、三春きたまち蔵「TENJIN」（三春町字北町１０）で
配布しています。

開花宣言のようす開花宣言のようす

ライトアップ

グランドマッピング

ライトアップ

２階 桜ホール

１階 エントランス

１階 多目的スペース

２階 桜ホール

１階 エントランス

１階 多目的スペース

左から三春町長、田村市長、小野町長左から三春町長、田村市長、小野町長

グランドマッピング

　滝桜の和歌としては、江戸時代後期の公卿たちが詠んだ「都まで音
に聞こえし滝桜　いろ香を誘え花の春風」や「名に高き三春の里の
滝桜　空にも続く花の白波」などが有名ですが、これと同時に集められ
た54首の和歌を展示しています。
　また、大正末期に冬の滝桜を訪れた若山牧水、その 30 年後の春に訪
れた喜志子夫人の作品や、草野心平の詩、立山道人の漢詩など滝桜を
主題とした文芸作品も展示しています。

会期　6月26日（日）まで
午前9時～午後4時30分
（入館は午後4時まで）

み く ひまりのどか

田村地域さくら周遊マップを
　　　　　　　　　作成しました
田村地域さくら周遊マップを
　　　　　　　　　作成しました

開催中開催中ラ」ラ」」」 中中ラ」」開 中中
会期　　6月26日（日（日）までまで
午前午前9時9時～午～午後4後4後4後4時3時30分0分

　滝桜および町内の観光スポットをバス
ガイドの案内で巡るオンラインバスツアー
を開催。インターネットのニコニコ動画で
生配信し、７万人以上のツアー参加者に
滝桜をはじめとした町の魅力を発信しま
した。

　滝桜および町内の観光スポットをバス
ガイドの案内で巡るオンラインバスツアー
を開催。インターネットのニコニコ動画で
生配信し、７万人以上のツアー参加者に
滝桜をはじめとした町の魅力を発信しま
した。

三春滝ザクラ天然記念物指定100周年
記念特集の1回目となる今月号では、春の
滝桜を中心に実施した事業をご紹介し
ます。

三春滝ザクラ天然記念物指定100周年
記念特集の1回目となる今月号では、春の
滝桜を中心に実施した事業をご紹介し
ます。
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国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
町営バス事業特別会計
放射性物質対策特別会計
病院事業会計
水道事業会計
下水道事業等会計
宅地造成事業会計

77億   284万円
16億9,767万円
1億9,216万円
18億2,477万円

8,874万円
6億9,669万円
1億8,910万円
6億   983万円
8億2,588万円
1億3,582万円

139億6,351万円

  5.3%
▲0.2%
 7.5%
▲1.9%
2.9%

▲16.4%
 ▲2.0%
9.1%
36.5%
▲53.9%
4.0%

一　般　会　計
会　計　名 令和4年度 令和3年度 対前年比

特
別
会
計

企
業
会
計

総　　　　　計

81億1,405万円
16億9,376万円
2億  653万円
17億9,084万円

9,130万円
5億8,265万円
1億8,541万円
6億6,539万円
11億2,723万円

6,264万円
145億1,979万円

0
10
20
30
40
50
60
70
80

4年度平成30年度 元年度 3年度２年度

億円 79億8,238万円

70億3,627万円

78億4,014万円 77億284万円 81億1,405万円

三春町の当初予算

※ 

各
会
計
の
合
計
と
総
計
が
一
致
し
て
い
な
い

　
の
は
、
端
数
整
理
に
よ
る
も
の
で
す
。

令
和
４
年
度

　
三
春
町
の
当
初
予
算

　

今
年
度
の
町
の
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。

　

町
の
財
政
や
事
業
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聞

か
せ
い
た
だ
き
、
身
近
な
行
政
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
基
本
目
標
と
予
算
規
模

◆ 

会
計
別
予
算
規
模

▼ 

予
算
総
額

　

１
４
５
億
１
、９
７
９
万
円
と
な
り
、令
和

３
年
度
と
比
較
す
る
と
５
億
５
、６
２
８
万
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

※ 

前
年
比 

４
・
０
㌫
増

▼ 

一
般
会
計
の
予
算
規
模

　

81
億
１
、４
０
５
万
円
と
な
っ
て
お
り
、令
和

３
年
度
と
比
較
す
る
と
４
億
１
、１
２
１
万
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

※ 

前
年
比 

５
・
３
㌫
増

◆ 

基
本
目
標

　

わ
が
国
の
経
済
状
況
は
、
長
引
く
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
の
下
に
あ
り

ま
す
が
、
令
和
３
年
９
月
末
の
緊
急
事
態
宣

言
お
よ
び
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
解
除

以
降
は
、
厳
し
い
状
況
は
徐
々
に
緩
和
さ
れ
、

持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ

し
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
を
含
め
た
最
近
の
感
染

拡
大
を
含
め
、
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
た
上

で
各
種
の
対
策
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、

経
済
対
策
を
迅
速
か
つ
着
実
に
実
行
す
る
こ

と
を
通
じ
て
、
国
民
の
暮
ら
し
、
雇
用
や
事

業
を
守
り
抜
き
、
経
済
を
自
立
的
な
成
長
軌

道
に
乗
せ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
個
人
や
事
業
収
入
の
減

少
に
よ
り
、
令
和
３
年
度
の
町
税
収
入
の
予

算
額
は
大
幅
な
減
額
を
見
込
ん
で
い
ま
し
た

が
、
令
和
４
年
度
は
企
業
の
業
績
悪
化
か
ら

の
回
復
傾
向
が
見
ら
れ
、
法
人
町
民
税
の
増

加
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
固
定
資
産

税
等
の
増
加
に
よ
り
町
税
の
増
収
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
自
主
財
源

の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
依
存
財
源

で
あ
る
地
方
交
付
税
等
の
比
率
は
高
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
４
年
度

の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
将
来
に
向
け

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
確
立
す
る
た

め
、
事
業
の
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
、
効
果
を

十
分
に
検
証
し
、
継
続
あ
り
き
で
は
な
く
積

極
的
に
見
直
す
こ
と
、
町
民
の
声
を
施
策
に

適
切
に
反
映
す
る
こ
と
と
し
、
真
に
必
要
と

す
る
内
容
を
精
査
し
た
う
え
で
財
源
を
確
保

す
る
な
ど
、
健
全
財
政
を
維
持
で
き
る
よ
う

努
力
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
で
、
令
和
４
年
10
月
に
天
然
記
念
物

指
定
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
三
春
滝
ザ
ク

ラ
記
念
事
業
、
小
中
学
校
や
公
共
施
設
等
の

改
修
、
子
育
て
支
援
や
幼
児
教
育
環
境
の
充

実
等
に
関
す
る
経
費
、
さ
ら
に
は
、
町
民
が

安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
の
社
会
保
障
費

や
移
住
定
住
・
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
に
関
す
る
経
費
な
ど
に
財
源

を
重
点
的
に
配
分
し
、
予
算
を
編
成
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

予
算
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
町
民
や
議

会
、
各
種
団
体
等
か
ら
の
ご
意
見
を
聴
く
と

と
も
に
、
課
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
協
力
体
制
を
整
え
、
組
織
横
断
的
な
連
携

を
図
り
な
が
ら
取
り
組
む
考
え
で
す
。

　

施
策
へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
町
民
が
自

立
的
で
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

「
夢
」
や
「
将
来
へ
の
希
望
」
を
持
て
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
、
第
７
次
三
春
町
長
期
計

画
に
掲
げ
る
将
来
像
で
あ
る
「
豊
か
な
自
然
・

歴
史
・
文
化
に
育
ま
れ
未
来
に
輝
く
元
気
な

ま
ち　

三
春
」
を
実
現
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。



広報みはる
令和４年５月号

広報みはる
令和４年５月号5

自主財源
28億7,408万円
（35.4％）

町税
18億5,208万円
（22.8％）

繰入金
5億9,392万円
（7.3％）

分担金および負担金
2,978万円
（0.4％）

使用料および手数料
1億2,479万円
（1.5％）

寄附金
601万円（0.1％）

財産収入
3,405万円（0.4％）

繰越金
6,000万円
（0.7％）

諸収入
1億7,346万円
（2.1％）

地方交付税
27億1,666万円
（33.5％）

依存財源
52億3,997万円52億3,997万円52億3,997万円
（64.6％）地方譲与税

1億1,169万円
（1.4％）

国庫支出金
7億4,314万円7億4,314万円7億4,314万円7億4,314万円
（9.2％）

県支出金県支出金県支出金県支出金
5億2,088万円5億2,088万円5億2,088万円
（6.4％）（6.4％）（6.4％）（6.4％）（6.4％）

町債
6億8,880万円6億8,880万円6億8,880万円6億8,880万円6億8,880万円6億8,880万円6億8,880万円6億8,880万円6億8,880万円6億8,880万円6億8,880万円6億8,880万円6億8,880万円6億8,880万円6億8,880万円6億8,880万円6億8,880万円6億8,880万円
（8.5％）

環境性能割交付金
640万円（0.1％）
地方特例交付金
1,770万円（0.2％）
交通安全対策特別交付金
160万円（0.0％）

地方消費税交付金
3億9,940万円
（4.9％）

法人事業税交付金
2,310万円
（0.3％）

利子割交付金
130万円（0.0％）
配当割交付金
480万円（0.1％）
株式等譲渡所得割交付金
450万円（0.1％）

一般会計当初予算（歳入）

一般会計
歳入総額

81億1,405万円
（100.0％）

◆ 自主財源
　町が自ら収入することが
できるお金です。町税や施
設の使用料、窓口の手数料
などをいいます。

◆ 依存財源
　国や県から交付されるお
金や借金です。地方交付税
や補助金、町債などをいい
ます。

借
入
金
（
町
債
）
の
額
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
末
の
借
入
金
残
高
の
う
ち
、
建
設
事
業
債
の
残
高
は
60
億
８
、１
３
５
万
円
、

財
源
対
策
債
の
残
高
は
18
億
１
、１
８
３
万
円
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
財
源
対
策
債
の
残
高
に

つ
い
て
は
交
付
税
（
臨
時
財
政
対
策
債
返
済
金
）
と
し
て
措
置
さ
れ
ま
す
。

　

※
計
数
は
そ
れ
ぞ
れ
四
捨
五
入
さ
れ
て
い
る
た
め
、端
数
に
お
い
て
合
計
と
合
致
し
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

自
治
体
の
借
金
は
、
地
方
債
や
起
債
と
呼
ば

れ
て
、
町
の
場
合
は
町
債
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

自
治
体
の
予
算
に
は
、
そ
の
年
度
使
う
お
金

は
、
そ
の
年
度
に
得
る
収
入
（
町
税
や
地
方
交

付
税
）
で
ま
か
な
う
こ
と
を
基
本
と
し
た
「
会
計

年
度
独
立
の
原
則
」
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
年
度
で
町
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
い
た
だ
く
税
金
や
地
方
交
付
税
な
ど
だ

け
で
は
、
多
額
の
費
用
が
か
か
る
施
設
の
建
設
な

ど
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
す
。
ま
た
、
将
来
に
わ

た
っ
て
使
用
す
る
よ
う
な
施
設
の
建
設
費
を
そ
の

年
度
に
住
ん
で
い
る
住
民
の
方
だ
け
が
負
担
す
る

よ
り
も
、
そ
の
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

将
来
の
住
民
の
方
も
借
金
を
返
済
す
る
形
で
少

し
ず
つ
負
担
す
る
と
の
考
え
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、自
治
体
に
も
借
入
金
を
起
こ
せ
る「
起

債
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
後
年
度
負
担
が
増
え
る
た
め
、
や

み
く
も
に
借
り
入
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
返
済

金
の
一
部
が
後
年
度
に
地
方
交
付
税
で
返
っ
て
く

る
よ
う
な
も
の
を
中
心
と
し
て
慎
重
な
借
り
入

れ
を
し
て
い
ま
す
。

一般会計にみる
町民ひとり当たりの金額
★ 使われるお金

484,623円
★ 負担する町税

 110,618円
※ 人口 16,743 人で算出
（令和 4年４月１日現在

 三春町現住人口）

◆ 義務的経費
　歳出のうち、その支出が義務づけられ任意に節減できな
い経費をいいます。極めて硬直性の強い経費です。一般に、
人件費や扶助費および公債費の合計をいいます。家計に例
えると、家賃や光熱水費、ローンの返済などに似ています。
必ず支払わなければならない経費です。
◆ 投資的経費
　歳出のうち、その支出が資本形成に向けられるものをい
います。一般に、普通建設事業費、災害復旧事業費および
失業対策事業費の合計をいいます。 家計に例えると、家や
車庫を建てるためのお金に似ています。

義務的経費
投資的経費

自主財源
依存財源

歳入

▼ 

借
入
金
残
高
の
推
移
（
一
般
会
計
）

　

借
入
金
残
高
は
、ピ
ー
ク
時
の
平
成
14
年
度

末
１
３
５
億
７
、５
５
７
万
円
か
ら
、定
期
償

還
・
繰
上
償
還
、お
よ
び
新
規
起
債
の
抑
制
な

ど
に
よ
り
減
少
し
ま
し
た
が
、
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
建
設
や
災
害
復
旧
事
業
費
等

に
対
す
る
借
入
に
よ
り
、令
和
３
年
度
末
に
は

78
億
４
、０
１
７
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

令
和
４
年
度
に
は
、御
木
沢
地
区
消
防
防
災

※ 数値は、四捨五入しているので、端数において、合計とは合致しないものがあります。

町
債
と
は

セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
な
ど
の
緊
急
防
災
・
減
債

事
業
債
や
道
路
補
修
工
事
の
た
め
の
道
路
整
備

事
業
債
な
ど
の
借
入
れ
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、年

度
末
残
高
78
億
９
、３
１
９
万
円
と
な
る
見
込

み
で
す
。

歳出

▼問　財務課　財務グループ　☎ 62-2132　FAX61-1110

三春町の当初予算
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建設事業債
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72.86
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81.38 76.72 78.4 78.9378.75 73.53 71.32 69.79 72.14

一般会計当初予算（歳出・性質別）

義務的経費義務的経費義務的経費
29億3,181万円29億3,181万円29億3,181万円
（36.1％）

補助費等
12億8,630万円
（15.9％）

繰出金
8億4,986万円
（10.5％）

投資・出資・貸付金
2億5,200万円
（3.1％）

維持補修費
1億7,457万円
（2.2％）

物件費
16億5,869万円
（20.4％）

災害復旧事業費
1万円
（0.0％）

積立金
6,510万円
（0.8％）

予備費
2,000万円
（0.3％）

その他の経費
43億651万円
（53.1％）

人件費
14億2,526万円
（17.6％）

投資的経費
8億7,572万円
（10.8％）

補助事業費
6,020万円
（0.7％）

一般会計
歳出総額

81億1,405万円
（100.0％）

扶助費
8億4,016万円8億4,016万円8億4,016万円8億4,016万円8億4,016万円
（10.4％）

公債費公債費公債費公債費
6億6,640万円6億6,640万円6億6,640万円6億6,640万円6億6,640万円6億6,640万円6億6,640万円6億6,640万円6億6,640万円6億6,640万円6億6,640万円6億6,640万円6億6,640万円6億6,640万円6億6,640万円6億6,640万円6億6,640万円6億6,640万円6億6,640万円6億6,640万円6億6,640万円6億6,640万円
（8.2％）（8.2％）（8.2％）（8.2％）（8.2％）（8.2％）

単独事業費単独事業費単独事業費単独事業費単独事業費単独事業費単独事業費単独事業費単独事業費単独事業費単独事業費単独事業費
8億1,551万円8億1,551万円8億1,551万円8億1,551万円8億1,551万円8億1,551万円8億1,551万円8億1,551万円8億1,551万円
（10.1％）（10.1％）（10.1％）（10.1％）（10.1％）（10.1％）（10.1％）（10.1％）
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令
和
４
年
度
の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す

誰
も
が
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
（
安
全
安
心
分
野
）

　
当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
事
業
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
・

延
期
と
な
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
随
時
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

重
点
施
策
１

住
み
よ
い
美
し
い
環
境
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
（
生
活
基
盤
環
境
分
野
）

重
点
施
策
２

三春町の当初予算

　

 

防
犯
灯
設
置
お
よ
び
維
持
管
理
事
業

９
０
９
万
円

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
新
設
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
区
の
防
犯
灯
の
電
気
料
お
よ
び

維
持
管
理
に
係
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

継
　

 

高
齢
者
安
全
運
転
支
援
装
置
設
置
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

15
万
円

　

安
全
運
転
支
援
装
置
の
設
置
を
す
る
65
歳
以

上
の
方
に
対
し
、
設
置
費
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

継

災
害
対
応
能
力
の
向
上
、

災
害
に
対
す
る
備
え
の
充
実

【
消
防
費
】　
（
総
務
課
）

交
通
安
全
対
策
・
防
犯
対
策
の
充
実

【
総
務
費
】　
（
総
務
課
）

放
射
性
物
質
対
策

【
放
射
性
物
質
対
策
特
別
会
計
】（
住
民
課
ほ
か
）

道
路
維
持
管
理
、
公
共
交
通
網
の
充
実

【
土
木
費
・
町
営
バ
ス
事
業
特
別
会
計
ほ
か
】

　
（
建
設
課
・
住
民
課
ほ
か
）

　

 

御
木
沢
地
区
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
新
築

　

 

工
事　
　
　
　
　
　

    

６
、３
９
６
万
円

　

有
事
の
際
、
迅
速
な
出
動
に
対
応
す
る
た

め
の
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
で
す
。

新
　

 

防
災
士
養
成
講
座
業
務　

     

２
５
８
万
円

　

防
災
士
講
習
会
な
ど
に
よ
る
防
災
士
資
格

取
得
の
支
援
業
務
で
す
。

新
　

 

防
災
・
減
災
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

１
、６
４
０
万
円

　

防
災
業
務
に
対
応
し
た
Ｄ
Ｘ
化
の
推
進
事

業
で
す
。

新

　

 

広
葉
樹
林
再
生
事
業      

１
、５
５
０
万
円

　

き
の
こ
原
木
林
の
再
生
と
将
来
に
お
け
る

原
木
の
安
定
供
給
を
確
実
に
す
る
た
め
、
広

葉
樹
林
の
更
新
を
図
り
ま
す
。

新
　

 

公
共
交
通
基
本
計
画
策
定
業
務９

０
０
万
円

　

地
域
公
共
交
通
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策

定
し
ま
す
。

新

　

 

町
道
等
維
持
工
事
（
西
部
地
区
住
環
境

　

  

整
備
事
業
を
含
む
）     

７
、０
０
０
万
円

　

各
ま
ち
づ
く
り
協
会
等
か
ら
の
要
望
に
応

え
、
町
道
、
農
道
、
水
路
等
の
維
持
補
修
工

事
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
西
部
地
区
住
環
境
整
備
工
事
で
は
、

岩
江
地
区
の
側
溝
改
修
等
工
事
を
行
い
ま
す
。

継

　

 

食
品
等
放
射
能
測
定
事
業   

９
７
０
万
円

　
「
三
春
の
里
ベ
ク
レ
ル
セ
ン
タ
ー
」
で
、

自
家
消
費
野
菜
等
の
放
射
線
量
を
測
定
し
、

安
全
性
の
確
認
と
風
評
被
害
の
払
拭
に
取
り

組
み
ま
す
。

継

　

 

教
育
施
設
の
地
下
水
、
プ
ー
ル
等
水
質

　
  

検
査
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

  

89
万
円

　

町
民
プ
ー
ル
、
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
、
地

下
水
利
用
施
設
の
放
射
性
物
質
測
定
を
継
続

実
施
し
ま
す
。

継

　

 

継
続
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
業
務７

８
０
万
円

　

住
宅
除
染
完
了
地
区
の
１
割
程
度
を
抽
出

し
、
継
続
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

継
　

 

仮
置
場
境
界
復
元
測
量
お
よ
び
原
状
回

　

  

復
補
完
業
務　
　
３
億
５
、５
０
０
万
円

　

仮
置
場
を
解
消
す
る
た
め
の
業
務
で
す
。

継

　

 

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業   

３
８
７
万
円

　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
購
入
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
設
置
、
熊
耳
地
内
の
薄
層
舗
装
工
事
等
を

行
い
ま
す
。

継

　

 

町
営
バ
ス
運
行
事
業
（
町
営
バ
ス
事
業

　

 

特
別
会
計
）

９
、１
３
０
万
円

　

通
勤
、
通
学
、
通
院
な
ど
、
町
民
の
足
と

し
て
町
営
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
（
ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
行
分
を
含
み
ま
す
）。

継

　

 

小
中
学
生
甲
状
腺
検
査
事
業
７
４
７
万
円

　

町
小
中
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
の
甲

状
腺
の
状
態
を
把
握
し
、
健
康
を
長
期
的
に

見
守
る
た
め
、
甲
状
腺
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

継
　

 

保
育
所
等
給
食
検
査
体
制
整
備
事
業

１
６
０
万
円

　

三
春
幼
保
園
に
対
す
る
給
食
用
食
材
の
放

射
性
物
質
検
査
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

継
　

 

指
定
汚
染
廃
棄
物
対
策
費  

６
４
７
万
円

　

１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
８
、０
０
０
ベ
ク

レ
ル
を
超
え
た
焼
却
灰
等
の
汚
染
廃
棄
物
に

つ
い
て
、
測
定
、
保
管
お
よ
び
維
持
管
理
業

務
を
行
い
ま
す
。

継

　

 

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

１
億
１
、９
９
８
万
円

　

森
林
整
備
と
放
射
性
物
質
対
策
を
一
体
的

に
実
施
し
、
森
林
・
林
業
の
再
生
を
図
り
ま
す
。

継

　

 

学
校
給
食
等
食
材
検
査
事
業 

２
９
９
万
円

　

小
中
学
校
、
保
育
所
の
給
食
用
食
材
の
放

射
性
物
質
検
査
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

継

…昨年度に引き続き行われる継続事業継 …今年度新たに行われる新規事業および前年度当初予算になかった事業新
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▼問　財務課　財務グループ　☎ 62-2132　FAX61-1110

三春町の当初予算

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
取
組
の
推
進

【
衛
生
費
】　
（
住
民
課
）

上
下
水
道
の
適
切
な
維
持
管
理

【
衛
生
費
・
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
会
計
】

　
（
住
民
課
・
企
業
局
）

定
住
化
の
促
進
、
公
営
住
宅
等
の
管
理
運
営

【
総
務
費
ほ
か
・
宅
造
事
業
会
計
】

（
企
画
政
策
課
ほ
か
・
企
業
局
）

移住・定住ガイドブック「みはるぐらし」

　

 

個
別
排
水
処
理
施
設
整
備４

、９
３
５
万
円

　

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
を
50
基
計
画
し
て

い
ま
す
。

継
　

 

清
掃
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理

１
億
４
、３
８
３
万
円

　

定
期
ご
み
収
集
運
搬
業
務
、
搬
入
ご
み
処

理
業
務
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
窓
口
管
理
業
務
等

の
委
託
や
施
設
運
営
管
理
（
機
器
リ
ー
ス
料
、

電
気
料
、
修
繕
費
等
を
含
む
）
を
行
い
ま
す
。

継
　

 

ふ
れ
あ
い
収
集
業
務　
　

   

１
７
５
万
円

　

要
介
護
認
定
を
受
け
た
高
齢
者
・
障
が
い

者
等
の
た
め
に
家
庭
ご
み
の
戸
別
収
集
を
実

施
し
ま
す
。

継

　

 

生
活
道
路
整
備
事
業
助
成
金１、１

６
０
万
円

　

地
域
が
自
ら
生
活
道
路
の
整
備
を
行
う
場

合
、
１
地
区
１
０
０
万
円
を
上
限
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

継
　

 

田
村
地
方
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー
施
設
解

　

  

体
組
合
分
担
金　
　
　

 

８
、４
１
０
万
円

　

田
村
地
方
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー
（
し
尿
処

理
施
設
）
事
業
の
移
管
に
伴
う
施
設
解
体
事

業
費
の
構
成
市
町
分
を
負
担
し
ま
す
。

継 新
　

 

道
路
整
備
事
業　
　
２
億
５
、４
３
０
万
円

　

安
全
・
安
心
な
道
路
整
備
を
促
進
す
る
た

め
、
次
の
路
線
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

四
反
田
富
沢
線
舗
装
補
修
事
業

　

 

舗
装
補
修
工
事　

Ｌ
＝
３
１
８
㍍

▽ 

南
原
芹
ケ
沢
込
木
線
舗
装
補
修
事
業

　

 

舗
装
補
修
工
事　

Ｌ
＝
３
１
８
㍍

▽ 

五
本
木
垢
潜
薬
師
道
線
道
路
改
良
事
業

　

 

舗
装
補
修
工
事　

Ｌ
＝
１
１
７
㍍

▽ 

谷
戸
深
田
和
線
舗
装
補
修
事
業

　

 

舗
装
補
修
工
事　

Ｌ
＝
２
０
０
㍍

▽ 

山
田
鷹
巣
線
舗
装
補
修
事
業

 　

舗
装
補
修
工
事　

Ｌ
＝
２
４
０
㍍

 　

岩
本
戸
ノ
内
線
道
路
改
良
工
事

 　

舗
装
補
修
工
事　

Ｌ
＝
３
８
２
㍍

継

　

 

水
道
事
業
施
設
拡
張
事
業
費
等

８
、８
５
０
万
円

【
予
算
の
内
訳
】

 　

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
配
水
管
布
設

　

 

工
事

　

岩
江
地
区
に
建
設
す
る
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
ま
で
の
配
水
管
布
設
工
事
で
す
。

 　

過
足
簡
易
水
道
統
合
事
業

　

過
足
簡
易
水
道
事
業
区
域
を
三
春
浄
水
場

か
ら
の
上
水
道
区
域
の
変
更
に
伴
う
事
業
で

す
。

継新新
　

 

下
水
道
事
業
施
設
の
改
良
等

３
億
１
、２
０
０
万
円

【
予
算
の
内
訳
】

　
 

処
理
場
改
築
工
事
・
機
械
設
備
増
設
工
事

　

町
で
処
理
す
る
「
し
尿
」
を
安
定
的
に
処

理
す
る
た
め
、
脱
水
機
を
増
設
し
ま
す
。

継新

　

 

移
住
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト 

事
業

２
、７
５
２
万
円

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
や
移
住
相
談
員
を

配
置
し
、
移
住
相
談
体
制
お
よ
び
情
報
発
信

を
強
化
し
、
移
住
者
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
用
（
２
名
）

８
４
９
万
円

 　

移
住
体
験
ツ
ア
ー
業
務 　

   

２
０
０
万
円

 　

移
住
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業　
　

55
万
円

▽ 

若
者
出
会
い
の
場
創
出
事
業
１
５
０
万
円

▽ 

奨
学
金
返
還
支
援
事
業
補
助
金

１
、０
０
０
万
円

▽ 

低
所
得
者
向
け
の
結
婚
に
伴
う
新
生
活
支

　

 

援
事
業
補
助  　
　
　
　
　
　
　

 

90
万
円

▽ 

ふ
く
し
ま
移
住
支
援
給
付
金   

１
６
０
万
円

 　

賃
貸
住
宅
家
賃
補
助
金　
　

１
２
０
万
円

 　

は
ぴ
福
な
び
登
録
料
助
成
事
業   

10
万
円

新新新新新
　

 

空
き
家
利
活
用
事
業　
　

   

７
１
５
万
円

　

利
用
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
を
活
用
し

て
、
移
住
者
の
住
ま
い
を
確
保
し
ま
す
。

継

　

 

町
営
住
宅
の
改
修
等１

億
２
、０
０
９
万
円

　

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
お
よ
び
公
共

施
設
長
期
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
町
営
住
宅

の
改
修
を
行
い
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

　

 

一
本
松
34
団
地
１
号
棟
改
修
工
事

▽ 

八
雲
団
地
２
号
棟
外
壁
改
修
工
事

▽ 

定
住
促
進
住
宅
外
壁
改
修
工
事

▽ 

か
い
や
ま
団
地
住
宅
設
備
改
修
工
事　

な
ど

新 継
　

 

木
造
住
宅
耐
震
診
断
業
務　
　

   

80
万
円

　

耐
震
診
断
者
を
派
遣
し
、
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
を
行
い
ま
す
。

継
　

 

木
造
住
宅
耐
震
改
修
促
進
事
業２

０
０
万
円

　

耐
震
性
が
不
足
す
る
木
造
住
宅
の
所
有
者

に
対
し
、
耐
震
改
修
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

継
　

 

賃
貸
住
宅
建
設
促
進
事
業
奨
励
金

４
４
５
万
円

　

民
間
賃
貸
住
宅
の
建
設
者
に
対
し
、
戸
あ

た
り
部
屋
数
に
応
じ
て
建
設
費
用
を
補
助
し

ま
す
。
ま
た
、
固
定
資
産
税
相
当
額
を
奨
励

金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

継
　

 

空
き
家
改
修
等
お
よ
び
除
却
事
業
補
助
金

９
５
０
万
円

　

町
内
の
建
築
業
者
を
利
用
し
て
空
き
家
の

改
修
等
ま
た
は
除
却
を
行
う
方
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

継
　

 

住
宅
取
得
奨
励
金
交
付
事
業 

３
０
７
万
円

　

町
内
の
建
築
業
者
を
利
用
し
て
町
内
に
住

宅
を
新
築
し
た
方
に
対
し
て
奨
励
金
を
交
付

し
ま
す
。

継
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豊
か
な
心
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
（
子
育
て
・
教
育
・
文
化
分
野
）

重
点
施
策
３

三春町の当初予算

良
好
な
景
観
の
形
成
、
調
和
の
と
れ
た
土
地

利
用
の
推
進

【
土
木
費
】（
建
設
課
）

妊
産
婦
・
子
ど
も
の
健
康
増
進
、
子
育
て

支
援
の
強
化
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援

【
民
生
費
・
衛
生
費
・
教
育
費
】

（
子
育
て
支
援
課
ほ
か
）

一時預かり事業のようす

子育て支援センターのようす

　
 

妊
婦
健
康
診
査
事
業　

  

１
、４
０
２
万
円

▼
妊
娠
届
出
と
と
も
に
母
子
手
帳
を
交
付
し

　

ま
す
。

▼
父
親
の
家
事
育
児
参
加
の
推
進
を
図
る
た

　

め
、「
父
子
手
帳
」
を
交
付
し
ま
す
。

▼
す
べ
て
の
妊
婦
に
対
し
て
15
回
分
ま
で
の

　

妊
婦
健
診
お
よ
び
産
後
２
週
間
健
診
、
産

　

後
１
か
月
健
診
費
用
を
公
費
負
担
し
、
妊

　

婦
歯
科
健
診
、
新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
の

　

助
成
を
行
い
ま
す
。

継
　

 

乳
幼
児
健
康
診
査
事
業　
　
６
９
２
万
円

▼
乳
幼
児
の
内
科
・
歯
科
診
察
、身
体
測
定
等

　

を
行
い
ま
す
。幼
児
の
む
し
歯
保
有
率
が
高

　

い
こ
と
か
ら
、１
歳
６
か
月
〜
４
歳
児
の
計

　

６
回
、無
料
で
フ
ッ
素
塗
布
を
実
施
し
、む
し

　

歯
予
防
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

▼
新
た
に
屈
折
検
査
機
器
を
導
入
し
、子
ど

　

も
の
目
の
異
常
を
早
期
発
見
し
治
療
に
つ

　

な
げ
ま
す
。

継
　

 

母
子
相
談
事
業　
　
　
　
　
　
　
67
万
円

▼
支
援
が
必
要
な
母
子
に
対
し
、
専
門
職
に

　

よ
る
育
成
支
援
教
室
を
開
催
し
健
や
か
な

　

成
長
を
支
援
し
ま
す
。

▼
小
中
学
生
を
対
象
に
助
産
師
等
を
派
遣

　

し
、思
春
期
保
健
等
の
学
習
を
支
援
し
ま
す
。

継

　

 

産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業　
　
81
万
円

　

妊
婦
と
夫
を
対
象
に「
ま
ま
カ
フ
ェ
」や「
プ
レ・

マ
マ
パ
パ
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
、
参
加
者
同
士
の

情
報
交
換
や
助
産
師
へ
の
相
談
を
行
い
、
出
産

育
児
の
不
安
の
軽
減
や
夫
の
家
事
育
児
参
加
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
産
後
１
年
以
内
の
母
子
に

対
し
て
、
日
帰
り
・
宿
泊
に
よ
る
心
身
の
ケ
ア

や
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
産
後
も
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

継

　

 

住
宅
団
地
の
販
売
促
進

経
常
経
費
で
対
応

　

下
舞
木
岩
本
団
地
４
区
画
の
販
売
を
促
進

し
ま
す
。

継

　

 

景
観
整
備
等
補
助
金　
　
　
１
５
０
万
円

　

特
別
地
区
等
に
お
け
る
歴
史
的
建
造
物
等

の
保
存
・
修
繕
を
行
う
場
合
、
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

継

　
 

住
宅
建
築
奨
励
金　
　
　
　
２
０
０
万
円

　

町
分
譲
地
に
町
内
建
築
業
者
を
利
用
し

て
住
宅
を
建
築
し
た
方
に
奨
励
金
を
交
付

し
ま
す
。

継
　

 

一
時
預
か
り
事
業　
　
　
　
　
52
万
円

　

在
宅
で
子
育
て
を
す
る
保
護
者
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
、
生
後
６
か
月
〜
３
歳
児
を
対

象
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
一
時

預
か
り
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
里
帰
り
出
産

な
ど
で
帰
省
し
て
い
る
乳
幼
児
も
対
象
と
し

ま
す
。

○
運
営
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

○
利
用
料
金
：
１
時
間
３
０
０
円

継

　

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業　
　
96
万
円

　

地
域
の
中
で
子
育
て
を
支
援
し
て
ほ
し
い

人
と
支
援
し
た
い
人
の
相
互
援
助
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
独
自
の
子
育
て
支
援
員
養
成
講

座
を
開
催
し
、
子
育
て
を
支
援
し
た
い
人
の

確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
利
用
者
支
援
と
し

て
利
用
料
の
２
分
の
１
を
町
が
支
援
し
ま
す
。

継
　

 

不
妊
症
治
療・不
育
症
治
療
費
助
成
事
業

１
５
１
万
円

　

不
妊
治
療
に
伴
う
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
治
療
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
不
育
症
治
療
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

継
　

 

児
童
手
当
支
給
事
業２

億
４
、１
１
３
万
円

　

３
歳
未
満
一
人
１
５
、０
０
０
円
、
小
学
校

修
了
前
は
１
子
、
２
子
一
人
１
０
、０
０
０

円
、
３
子
以
降
１
５
、０
０
０
円
、
中
学
生

一
人
１
０
、０
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。
た

だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
、
所
得
限
度
額
を

超
過
し
た
場
合
は
、
一
人
５
、０
０
０
円
ま

た
は
、
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

継
　

 

児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業　
７
、２
０
５
万
円

　

児
童
に
健
全
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
与
え
る

た
め
、
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
、
岩
江
児
童
ク
ラ
ブ
、

御
木
沢
児
童
ク
ラ
ブ
を
運
営
し
ま
す
。

継

　

 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

２
、４
４
８
万
円

　

母
子
保
健
に
関
す
る
専
門
職
員
（
保
健
師

等
）
を
配
置
し
、
母
子
保
健
施
策
と
子
育
て

支
援
施
策
と
の
一
体
的
な
提
供
を
通
じ
て
妊
産

婦
お
よ
び
乳
幼
児
の
健
康
の
保
持
増
進
に
関
す

る
包
括
的
な
支
援
と
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む

体
制
を
実
現
し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で

の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
提
供
し
ま
す
。

継
　

 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

２
、０
１
５
万
円

▼
就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
家
族
を
対

　

象
と
し
て
、
安
心
し
て
遊
べ
る
場
や
気
軽

　

に
ふ
れ
あ
え
る
場
を
提
供
し
ま
す
。

▼
保
護
者
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
支
援
に

　

つ
な
げ
て
い
く
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

　

サ
ー
ビ
ス
も
行
い
ま
す
。

○
開
館
日
：
火
曜
日
〜
土
曜
日

○
開
館
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

継

　

 

す
く
す
く
赤
ち
ゃ
ん
応
援
事
業６

４
７
万
円

　

育
児
に
係
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
紙
お
む
つ
、
粉
ミ
ル
ク
等
を
購
入
で

き
る
助
成
券
（
０
歳
〜
１
歳
未
満
、
１
歳
〜

２
歳
未
満
に
そ
れ
ぞ
れ
３
０
、０
０
０
円
）

を
支
給
し
ま
す
。

継

…昨年度に引き続き行われる継続事業継 …今年度新たに行われる新規事業および前年度当初予算になかった事業新
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広報みはる
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三春町の当初予算

▼問　財務課　財務グループ　☎ 62-2132　FAX61-1110

幼
児
教
育
・
保
育
内
容
、
環
境
の
充
実

【
民
生
費
・
教
育
費
】　
（
子
育
て
支
援
課
）

確
か
な
学
力
・
生
き
る
力
の
育
成
・
環
境

の
構
築
、
安
心
安
全
な
教
育
環
境
の
構
築

【
教
育
費
】　
（
教
育
課
）

　

 

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
用
地
造
成

　

 

工
事（
令
和
４
年
度
分
）
９
、７
０
８
万
円

　

岩
江
地
区
へ
の
認
定
こ
ど
も
園
新
設
に
向

け
た
敷
地
造
成
工
事
を
行
い
ま
す
。

新

　

 

小
学
校
管
理
費     

２
億
３
、１
２
６
万
円

　

安
全
・
安
心
な
学
習
環
境
を
整
え
る
た
め
、

施
設
の
維
持
管
理
、
児
童
の
健
康
管
理
等
を

行
い
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

　

 

三
春
小
学
校
体
育
館
ス
テ
ー
ジ
天
井
改
修
工
事

　

 

御
木
沢
小
学
校
増
改
築
工
事

　

 

小
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
工
事　
な
ど

新新新 継
　

 

中
学
校
管
理
費　
　

   

１
億
１
０
１
万
円

　

安
全
・
安
心
な
学
習
環
境
を
整
え
る
た
め
、

施
設
の
維
持
管
理
、
生
徒
の
健
康
管
理
等
を

行
い
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

　

 

三
春
中
学
校
教
室
床
修
繕
工
事

　

 

岩
江
中
学
校
社
会
科
教
室
エ
ア
コ
ン
更
新
工
事

　

 

な
ど

新新 継
　

 

基
礎
学
力
向
上
推
進
支
援
事
業３

５
７
万
円

　

基
礎
学
力
向
上
を
図
る
た
め
、
教
育
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
派
遣
に
よ
る
授
業
改
革
の
推
進
、

学
力
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

継

　

 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
等
事
業

１
億
６
、５
３
３
万
円

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
基
づ
き
、

町
に
住
所
を
有
す
る
子
ど
も
が
入
所
す
る
認

定
こ
ど
も
園
、
小
規
模
保
育
事
業
等
に
対
し
、

給
付
費
等
を
給
付
し
ま
す
。

継
　

 

保
育
所・幼
稚
園
管
理
事
業 

７
２
７
万
円

　

安
全
・
安
心
な
保
育
環
境
を
整
え
、
保
育
・

幼
児
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

　

 

第
２
保
育
所
遊
戯
室
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事

　

 

岩
江
幼
稚
園
事
務
室
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事

　

 

岩
江
幼
稚
園
屋
根
防
水
シ
ー
ト
修
繕
工
事

な
ど

新新新 継
　

 

ま
ほ
ら
っ
こ
教
室
運
営
事
業２、１

９
３
万
円

▼
小
学
校
単
位
に
開
設
し
、
地
域
住
民
等
の
協

　

力
を
得
て
放
課
後
の
子
ど
も
の
安
全
・
安
心

　

な
居
場
所
を
確
保
し
、
地
域
の
実
情
や
特
色

　

を
生
か
し
た
体
験
活
動
や
交
流
等
の
事
業
を

　

展
開
し
ま
す
。

▼
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
な
い
中
妻
教
室
・
中

　

郷
教
室
・
沢
石
教
室
に
お
い
て
、
ま
ほ
ら
っ

　

こ
教
室
の
時
間
延
長
お
よ
び
長
期
休
業
中
の

　

教
室
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

継

生
涯
学
習
・
文
化
環
境
の
充
実
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

【
教
育
費
】　
（
生
涯
学
習
課
）

地
域
に
よ
る
健
全
育
成
環
境
の
構
築

【
総
務
費
・
教
育
費
】（
企
画
政
策
課
・
生
涯
学
習
課
）

スポーツ少年団親睦交流会のようす

　

 

小
中
学
校
電
子
ド
リ
ル
導
入 

１
２
４
万
円

　

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
学
び
を

実
現
す
る
た
め
デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
を
導
入
し

ま
す
。

新

　

 

図
書
館
管
理
運
営
費　

 

４
、２
０
３
万
円

　

 

町
民
の
知
的
意
欲
の
向
上
の
た
め
、
図
書

資
料
の
充
実
を
図
り
、
読
書
活
動
推
進
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

継

　
 

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
の
管
理
運
営

６
、５
３
１
万
円

　

町
民
の
文
化
・
学
習
・
展
示
活
動
の
場
を
提

供
す
る「
ま
ほ
ら
」の
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

　

 

ま
ほ
ら
ホ
ー
ル
無
線
音
声
設
備
改
修
工
事

な
ど

新 継
　

 

三
春
交
流
館
運
営
協
会
自
主
事
業

　

 （
運
営
協
会
交
付
金
）　　
　
６
１
０
万
円

　
「
ま
ほ
ら
」
の
自
主
事
業
を
４
公
演
開
催

予
定
し
て
い
ま
す
。

継

　

 

ま
ほ
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

１
８
８
万
円

　

町
民
の
音
楽
活
動
を
促
進
し
、
ま
ほ
ら
の

活
性
化
と
音
楽
文
化
振
興
を
図
り
ま
す
。

継
　

 

地
区
交
流
館
の
管
理
運
営３

、０
８
１
万
円

　

各
地
区
交
流
館
の
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

　

 

各
地
区
交
流
館
空
調
設
備
工
事　
な
ど

新 継

　

 

特
別
支
援
学
級
費　
　

 

４
、８
８
４
万
円

　

特
別
支
援
学
級
の
学
習
環
境
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

継

図書館内のようす

　

 

体
育
施
設
の
管
理
運
営
３
、２
７
５
万
円

　

町
営
運
動
場
や
町
民
体
育
館
等
の
体
育
施

設
の
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

　

 

町
民
体
育
館
音
響
設
備
改
修
工
事

　

 

町
民
体
育
館
屋
内
消
火
栓
自
家
用
発
電
設

　

 

備
設
置
工
事　
な
ど

新新 継
　

 

ス
ポ
ー
ツ
団
体
活
動
支
援
事
業５

４
７
万
円

　

体
育
協
会
登
録
団
体
等
の
活
動
経
費
や
さ

く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
ふ
く
し
ま
駅
伝
三

春
町
実
行
委
員
会
等
の
運
営
経
費
に
対
し
て

補
助
金
・
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

継

　

 

田
村
高
校
魅
力
向
上
事
業   

８
０
０
万
円

　

田
村
高
校
の
魅
力
向
上
を
図
り
、高
校
生
と

連
携
し
な
が
ら
、町
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

田
村
高
校
魅
力
向
上
事
業　

３
０
０
万
円

　

 

田
村
高
校
女
子
寮
管
理
運
営
体
制
構
築

　

 

業
務　
　
　
　
　
　
　
　

   

５
０
０
万
円

　

 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
補
助
金
・
交
付
金

１
８
９
万
円

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
に
係
る
経
費
に

対
し
て
、
補
助
金
・
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

継継 新
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広報みはる
令和４年５月号

広報みはる
令和４年５月号

誰
も
が
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
（
健
康
・
医
療
・
福
祉
分
野
）

重
点
施
策
４

三春町の当初予算

健
康
診
査
・
保
健
指
導
の
充
実
、
健
康
づ

く
り
体
制
の
整
備
、
感
染
症
対
策
の
推
進

【
衛
生
費
】　
（
保
健
福
祉
課
）

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
、

地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
体
制
の
整
備

【
民
生
費
・
介
護
保
険
特
別
会
計
】（
保
健
福
祉
課
）

地
域
医
療
の
充
実【

衛
生
費
】　
（
保
健
福
祉
課
）

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
障
が
い
者
相
談
・

地
域
に
よ
る
支
援
体
制
・
環
境
の
充
実

【
民
生
費
】　
（
保
健
福
祉
課
）

重
点
施
策
５

産
業
が
育
ち
魅
力
と
活
力
に
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
（
産
業
振

興
分
野
）

担
い
手
の
確
保
・
育
成
、
地
産
地
消
、
６
次

産
業
化
の
推
進
、
森
林
の
適
正
管
理

【
農
林
水
産
費
】　
（
産
業
課
）

　

 

市
町
村
先
駆
的
健
康
づ
く
り
実
施
支
援
事
業

１
２
０
万
円

　

保
健
指
導
対
象
外
の
生
活
習
慣
病
ハ
イ
リ

ス
ク
者
等
に
対
し
、
運
動
教
室
を
実
施
し
予

防
を
図
り
ま
す
。

新

　

 

再
犯
防
止
推
進
計
画
策
定
業
務１

８
７
万
円

　

安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

新

　

 

飼
料
用
米
生
産
拡
大
推
進
事
業
交
付
金

４
０
０
万
円

　

主
食
用
米
の
厳
し
い
需
給
環
境
を
受
け
、

飼
料
用
米
の
生
産
拡
大
に
取
り
組
む
農
家
を

支
援
し
ま
す
。

継
　

 

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
推
進
事
業

６
、８
２
１
万
円

　

中
山
間
地
域
で
の
農
業
が
担
う
役
割
を
維

持
す
る
た
め
、
集
落
が
共
同
で
取
り
組
む
29

協
定
地
区
を
支
援
し
、
良
好
な
農
村
環
境
の

保
全
を
図
り
ま
す
。

継

　

 

障
が
い
者
福
祉
事
業
（
扶
助
費
）

４
億
４
８
４
万
円

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
や
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
に
よ
っ

て
障
が
い
者
を
支
援
し
、
安
心
・
安
全
な
生

活
の
確
保
と
社
会
参
加
を
促
進
し
ま
す
。

継
　

 
地
域
生
活
支
援
事
業    

３
、７
７
２
万
円

　

手
話
奉
仕
員
養
成
、
基
幹
相
談
支
援
事
業
、

障
が
い
者
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
日
常
生
活

用
具
給
付
等
を
実
施
し
ま
す
。

継
　

 

社
会
福
祉
活
動
事
業     

１
、４
１
８
万
円

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
委
員
・
児
童

委
員
、
地
域
福
祉
団
体
の
活
動
を
支
援
し
、

情
報
の
提
供
と
連
携
を
図
り
、
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

継

　

 

担
い
手
育
成
費

　

新
規
就
農
者
、
農
業
研
修
者
に
対
し
て
初

期
費
用
お
よ
び
住
居
費
用
等
を
支
援
し
、
新

規
就
農
者
の
確
保
と
育
成
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
就
農
を
目
指
す
研
修
生
を
受
け
入
れ
る

農
業
指
導
者
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

継

　

 

長
寿
祝
実
施
費　
　
　
　
　
９
９
８
万
円

　

各
地
区
で
の
敬
老
会
の
実
施
、
し
あ
わ
せ

金
婚
夫
婦
表
彰
や
百
歳
賀
寿
祝
等
の
事
業
を

行
い
ま
す
。

継
　

 

老
人
福
祉
施
設
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

　

 

入
所
措
置
事
業　
　
　

 

６
、５
２
１
万
円

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
入
所
者
に
係
る
措
置

経
費
を
負
担
し
ま
す
。

継

　

 

高
齢
者
団
体
へ
の
助
成
等   

６
３
９
万
円

　

高
齢
者
団
体
へ
の
活
動
運
営
費
を
助
成
し

ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

老
人
ク
ラ
ブ　
　
　
　
　

   

１
３
９
万
円

▽ 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

５
０
０
万
円

継
　

 

一
般
介
護
予
防
事
業    

１
、５
５
９
万
円

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
高
齢
者
に
対

す
る
介
護
予
防
、
健
康
増
進
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

継
　

 

認
知
症
総
合
支
援
事
業      

５
６
９
万
円

　

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
、
地
域
住
民
が

集
え
る
場
づ
く
り
や
地
域
で
の
見
守
り
、
専
門

職
に
よ
る
早
期
支
援
等
を
実
施
し
ま
す
。

継

　

 

成
人
健
康
診
査
事
業　

 

４
、０
３
０
万
円

　

健
康
の
保
持
増
進
、
疾
病
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
よ
り
重
症
化
予
防
を
図
り
、
更

な
る
生
活
習
慣
の
改
善
を
促
進
し
ま
す
。

継

　

 

予
防
接
種
事
業　
　
　

  
４
、９
４
９
万
円

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接

　

 

種
助
成

　
　

幼
児
、
小
・
中
学
生
は
１
回
目
が
上
限

　

３
、１
０
０
円
、２
回
目
が
上
限
２
、０
０
０ 

　

円
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

▽ 

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
助
成

　
　

 

一
人
あ
た
り
４
、０
０
０
円
の
助
成
を

　

 

行
い
、
子
ど
も
の
疾
病
を
予
防
し
ま
す
。

▽ 

成
人
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
・
抗
体
検
査
事
業

　
　

 

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
お
よ
び
配
偶
者

　

 

に
対
し
助
成
を
行
い
ま
す
。
※
ま
た
、
風

　

 

疹
抗
体
保
有
率
が
低
い
と
さ
れ
る
昭
和
37 

　

 

年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま

　

 

れ
の
男
性
も
、
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

▽ 

高
齢
者
の
法
定
接
種
事
業

　
　

 

65
歳
以
上
の
法
で
定
め
る
対
象
者
は
、

　

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
自
己
負
担
１
、４
０
０

　

 

円
で
、肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
自
己
負
担

　

 

１
、０
０
０
円
で
接
種
で
き
ま
す
。

▽ 

子
ど
も
法
定
接
種
事
業

　
　

 

法
に
基
づ
く
11
種
類
13
疾
病
の
ワ
ク
チ

　

 

ン
が
全
て
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

継

　

 

駅
前
健
康
サ
ロ
ン
運
営
事
業
２
１
５
万
円

　

町
健
康
情
報
の
提
供
や
利
用
者
間
の
交
流

の
拠
点
と
な
る
駅
前
健
康
サ
ロ
ン
を
運
営

し
、
町
民
の
健
康
増
進
を
図
り
ま
す
。

継
　

 
三
春
病
院
事
業　
　
　

 

９
、１
８
６
万
円

　

町
立
三
春
病
院
の
医
療
機
器
等
の
更
新
お

よ
び
施
設
設
備
の
修
繕
工
事
を
行
い
、
安
全

な
医
療
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

継

【
予
算
の
内
訳
】

　

 

農
村
体
験
事
業　
　
　
　

  

１
７
３
万
円

　

 

町
民
農
園
整
備
事
業　
　
　
　
　
79
万
円

▽ 

新
規
就
農
者
支
援
事
業
補
助
金　

72
万
円

▽ 

新
規
就
農
者
等
住
居
費
補
助
金　

48
万
円

▽ 

新
規
就
農
者
応
援
給
付
金　
　
　

80
万
円

　

 

新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
事
業
交
付
金

１
５
６
万
円

　

 

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取
得
支
援
事
業
補
助
金 

60
万
円

▽ 

農
業
次
世
代
人
材
育
成
資
金
交
付
金

３
０
０
万
円

新新新新

…昨年度に引き続き行われる継続事業継 …今年度新たに行われる新規事業および前年度当初予算になかった事業新
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広報みはる
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広報みはる
令和４年５月号

三春町の当初予算

▼問　財務課　財務グループ　☎ 62-2132　FAX61-1110

　
 

多
面
的
機
能
支
払
推
進
事
業３、３

３
６
万
円

　

農
村
の
多
面
的
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、

集
落
が
共
同
で
取
り
組
む
27
協
定
地
区
を
支

援
し
ま
す
。

継
　

 

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

 （
大
豆
生
産
振
興
２
名
、
農
業
収
穫
体
験

　

 

２
名
）　　　
　
　

   
１
、７
９
３
万
円

　

地
域
農
業
者
の
支
援
や
農
業
の
魅
力
発

信
、
農
業
の
新
事
業
創
出
等
に
携
わ
る
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
任
用
し
、
地
域
農
業
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

新
　

 

滝
地
区
た
め
池
護
岸
復
旧
工
事

１
、０
０
０
万
円

　

令
和
元
年
台
風
19
号
に
よ
る
災
害
復
旧
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

新
　

 

鳥
獣
被
害
対
策
事
業　
　

   

５
６
８
万
円

　

農
作
物
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
有
害

鳥
獣
の
捕
獲
等
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
電

気
柵
資
材
購
入
補
助
金
、
新
規
狩
猟
者
育
成

事
業
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

継
　

 

畜
産
振
興
事
業　
　
　
　
　
２
０
６
万
円

　

良
質
牛
の
生
産
を
図
る
た
め
の
優
良
基
礎

雌
牛
導
入
や
酪
農
の
生
産
安
定
を
図
る
た
め

の
優
良
乳
牛
導
入
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

継
　

 

森
林
経
営
管
理
制
度
事
業
森
林
デ
ー
タ

　

 

解
析
業
務　
　
　
　
　
　
　
３
３
０
万
円

　

三
春
町
森
林
経
営
管
理
制
度
実
施
方
針
に

基
づ
き
、
森
林
経
営
管
理
ア
ン
ケ
ー
ト
と
意

向
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

継

観
光
ま
ち
づ
く
り
、
観
光
産
業
の
推
進
、

観
光
環
境
の
整
備

【
商
工
費
】　
（
産
業
課
）

商
業
の
活
性
化
、
工
業
の
振
興
、
雇
用
の

促
進

【
商
工
費
】　
（
産
業
課
）

　

 

城
下
町
Ｐ
Ｒ
事
業　
　

  

２
、０
３
３
万
円

　

Ｖ
Ｒ
を
活
用
し
三
春
城
等
の
復
元
・
公
開
を

行
い
、
城
下
町
三
春
の
魅
力
を
発
信
し
誘
客
を

図
り
ま
す
。

継
　

 

街
な
か
賑
わ
い
創
出
事
業   

２
５
８
万
円

　

空
き
店
舗
を
活
用
し
た
小
売
店
舗
等
の
改

修
費
や
家
賃
等
を
助
成
し
ま
す
。

継
　

 

工
場
立
地
促
進
奨
励
金 

４
、７
５
６
万
円

　

町
内
工
業
団
地
に
立
地
し
た
企
業
に
対

し
、
町
工
場
立
地
促
進
条
例
に
基
づ
き
奨
励

金
を
交
付
し
ま
す
。

継
　

 

三
春
秋
ま
つ
り
開
催
支
援   

３
５
０
万
円

　

三
春
秋
ま
つ
り
を
開
催
す
る
実
行
委
員
会

開
催
を
支
援
し
ま
す
。

継
　

 

観
光
振
興
事
業
業
務　

  

１
、５
０
０
万
円

　

観
光
Ｐ
Ｒ
や
三
春
盆
踊
り
、
紅
葉
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
等
年
間
を
通
し
た
観
光
振
興
業
務
を

行
い
ま
す
。

継

桜
、
文
化
財
の
保
護
・
利
活
用

【
商
工
費
・
教
育
費
】

（
産
業
課
・
生
涯
学
習
課
）

三春城 VRのようす

地
域
間
交
流
、
国
際
交
流
の
推
進

【
教
育
費
】　
（
生
涯
学
習
課
）

　

 

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
た
魅

　

 

力
発
信
事
業　
　
　
　

 

１
、２
６
９
万
円

　

原
子
力
災
害
に
起
因
す
る
風
評
払
拭
を
図

る
た
め
、
動
画
や
イ
ラ
ス
ト
、
Ｃ
Ｍ
と
Ｖ
Ｒ

映
像
を
作
成
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
り
情
報
を

発
信
し
ま
す
。

新
　

 

魅
力
体
験・情
報
発
信
事
業 

４
０
８
万
円

　

原
子
力
災
害
に
起
因
す
る
風
評
払
拭
を
図

る
た
め
、
町
の
豊
か
な
自
然
や
農
産
物
の
恵

み
な
ど
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
を
活
用
し
た
体
験
型
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
誘
客
を
図
り
ま
す
。

新

　

 

国
際
交
流
事
業　
　
　

 

１
、６
５
５
万
円

　

姉
妹
都
市
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
市
と
の
教
育
交

流
の
充
実
を
図
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
春
町
国

際
交
流
協
会
と
連
携
し
な
が
ら
外
国
語
文
化

を
感
じ
る
機
会
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

　

 

青
少
年
国
際
理
解
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

 

国
際
交
流
館
屋
根
外
壁
改
修
工
事　
な
ど

新 継継
　

 

企
画
展
示
事
業　
　
　
　
　
２
９
０
万
円

▽
春
季
企
画
展

　
「
天
然
記
念
物
指
定
１
０
０
周
年
記
念　

　

三
春
滝
ザ
ク
ラ
」

▽
秋
季
企
画
展
「
お
け
い
こ
」（
仮
）

　

来
春
季
企
画
展

▽「
河
野
広
中
没
後
１
０
０
周
年
記
念

　

河
野
広
中
の
生
涯
」（
仮
）

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

継

　

 

滝
桜
観
光
対
策
業
務　

  

５
、５
０
０
万
円

　

令
和
４
年
度
の
滝
桜
開
花
時
の
駐
車
場
管

理
運
営
、
渋
滞
緩
和
対
策
、
観
光
客
へ
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
関
す
る
業
務
と
令
和
５
年
度
の

滝
桜
観
光
対
策
に
係
る
準
備
を
行
い
ま
す
。

継
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広報みはる
令和４年５月号

広報みはる
令和４年５月号

三春町の当初予算

協
働
と
町
民
参
画
に
よ
る
自
立

し
た
ま
ち
づ
く
り
（
協
働
・
行

財
政
経
営
分
野
）

重
点
施
策
６

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実

【
総
務
費
・
衛
生
費
】

（
総
務
課
・
企
画
政
策
課
・
住
民
課
）

三
春
滝
ザ
ク
ラ
天
然
記
念
物
１
０
０
周
年

記
念
事
業

【
商
工
費
ほ
か
】　
（
産
業
課
・
生
涯
学
習
課
ほ
か
）

業
務
効
率
化
に
向
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進

【
総
務
費
】　
（
総
務
課
）

公
共
施
設
等
の
適
正
管
理

【
総
務
費
・
衛
生
費
】　
（
財
務
課
・
住
民
課
）

重
点
施
策
の
ほ
か
に

こ
ん
な
こ
と
に
も
取
り
組
み
ま
す

　

令
和
４
年
10
月
12
日
に
国
の
天
然
記
念
物

指
定
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
三
春
滝
ザ
ク
ラ

の
歴
史
と
魅
力
を
発
信
し
続
け
、
後
世
に
受

け
継
い
で
行
く
た
め
各
種
記
念
事
業
を
実
施

し
、
地
域
資
源
の
保
護
・
保
全
に
よ
る
郷
土

愛
の
醸
成
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
地
域

経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

【
総
務
費
・
商
工
費
ほ
か
】（
企
画
政
策
課
・
産
業
課
ほ
か
）

【
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
費
】

　

 

１
０
０
周
年
記
念
式
典　　

    

55
万
円

　

町
の
歴
史
・
文
化
の
伝
承
、
魅
力
発
信
に

繋
げ
る
た
め
の
経
費
で
す
。

新
　

 

１
０
０
周
年
記
念
パ
ネ
ル　
　  

29
万
円

　

窓
口
来
庁
者
が
利
用
で
き
る
「
こ
ま
り
ん
」

や
「
愛
姫
」
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
日
付
入
り
の

顔
出
し
パ
ネ
ル
を
作
成
し
ま
す
。

新
　

 

１
０
０
周
年
記
念
植
樹
祭　
　  

43
万
円

　

上
皇
后
陛
下
お
手
蒔
き
の
滝
桜
子
孫
樹
等

の
植
樹
式
を
行
い
ま
す
。

新
　

 

音
声
案
内
ガ
イ
ド
制
作
業
務　

 

62
万
円

　

滝
桜
現
地
音
声
案
内
ガ
イ
ド
を
制
作
し

ま
す
。

新

　

 

電
子
地
域
通
貨
導
入
支
援
補
助
金

１
、５
０
０
万
円

　

地
域
内
経
済
の
循
環
を
目
指
し
、
地
域
団

体
や
大
学
と
連
携
し
電
子
地
域
通
貨
導
入
を

支
援
し
ま
す
。

新

　

 

水
稲
種
子
購
入
支
援
事
業
交
付
金

１
６
３
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
に
よ

る
主
食
米
価
格
下
落
の
影
響
を
受
け
た
稲
作

農
業
者
に
対
し
、
農
業
経
営
継
続
を
図
る
た

め
、
次
期
作
に
向
け
た
取
り
組
み
へ
の
支
援

を
し
ま
す
。

新
　

 

農
業
経
営
者
収
益
力
強
化
支
援
補
助
金

１
、６
０
０
万
円

　

町
内
農
作
物
の
生
産
性
向
上
お
よ
び
高
品

質
化
を
推
進
す
る
た
め
、
農
業
経
営
者
の
収

益
力
を
強
化
す
る
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

新

　

 

役
場
駐
車
場
整
備
工
事 

３
、９
６
２
万
円

　

駐
車
場
整
備
に
併
せ
、
電
気
自
動
車
用
急

速
充
電
設
備
を
整
備
し
ま
す
。

新
　

 

火
葬
場
基
本
構
想
策
定
業
務
３
３
０
万
円

　

現
況
調
査
、
需
要
予
想
、
必
要
火
葬
炉
数
、

整
備
費
等
の
必
要
性
を
含
め
検
討
し
ま
す
。

新

　

 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
助
成
金

６
０
０
万
円

　

地
域
サ
ロ
ン
事
業
の
開
設
準
備
や
運
営
費

の
補
助
、
地
区
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

新
　

 

勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
お
よ
び
移
行
業
務

９
２
０
万
円

　

人
事
管
理
業
務
の
効
率
化
・
ペ
ー
パ
レ
ス

化
を
図
り
ま
す
。

新

　

 

Ａ
Ｉ
・
Ｏ
Ｃ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
導
入
費

１
５
８
万
円

　

Ａ
Ｉ
に
よ
り
申
請
書
等
を
読
み
取
り
、
デ
ー

タ
化
に
よ
り
業
務
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

新

　

 

小
売
飲
食
事
業
者
等
支
援
事
業

５
、３
７
５
万
円

　

町
内
事
業
者
の
収
入
減
少
に
対
す
る
支
援

や
地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
発
行
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

継
　

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
サイ
ト
運
営
業
務

５
５
０
万
円

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト
「
ぎ
ゅ

ぎ
ゅ
っ
と
。
み
は
る
」
の
運
営
お
よ
び
登
録

事
業
者
へ
の
支
援
を
し
ま
す
。

継
　

 

中
小
企
業
借
入
金
利
子
補
給
金３

９
７
万
円

　

利
子
補
給
金
補
助
率
引
き
上
げ
分
に
対
し

て
補
助
し
ま
す
。

継

　

 

地
区
集
会
施
設
に
対
す
る
補
助
金

１
０
０
万
円

　

地
区
集
会
所
の
改
築
・
修
繕
等
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

継
　

 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
協
働
に
よ
る

　

 

戸
別
収
集
・
ご
み
出
し
支
援
業
務 

４
２
７
万
円

　

各
地
区
に
お
け
る
高
齢
者
等
の
家
庭
ご
み

の
戸
別
収
集
等
を
実
施
し
ま
す
。

継

…昨年度に引き続き行われる継続事業継 …今年度新たに行われる新規事業および前年度当初予算になかった事業新
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広報みはる
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広報みはる
令和４年５月号

三春町の当初予算

▼問　財務課　財務グループ　☎ 62-2132　FAX61-1110

　
 

多
言
語
字
幕
入
り
滝
ザ
ク
ラ
Ｐ
Ｒ
映
像

　
 

制
作
業
務　
　
　　
　

   

１
４
９
万
円

　

滝
桜
の
Ｐ
Ｒ
映
像
を
制
作
し
ま
す
。

新
　

 

花
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー・花
摘
み
取
り
イ
ベン
ト

74
万
円

　

滝
桜
と
併
せ
て
三
春
の
花
の
名
所
を
巡
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
花
の
摘
み
取
り
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
、
三
春
産
花
き
の
Ｐ
Ｒ
を
図
り
ま
す
。

新【
情
報
発
信
費
】

　

 

１
０
０
周
年
記
念
誌
作
成　
　  
21
万
円

　

記
念
誌
を
作
成
し
ま
す
。

新
　

 

広
告
付
き
年
賀
は
が
き　 

    

97
万
円

　

滝
桜
の
写
真
等
を
掲
載
し
た
広
告
付
き
年

賀
は
が
き
を
作
成
販
売
し
、Ｐ
Ｒ
を
図
り
ま
す
。

新【
記
念
品
等
制
作
費
】

　

 

１
０
０
周
年
記
念
フ
レ
ー
ム
切
手
作
成

１
３
３
万
円

　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
作
品
等
を
活
用

し
、
記
念
フ
レ
ー
ム
切
手
を
作
成
し
ま
す
。

新
　

 

原
付
バ
イ
ク
等
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

　

 

ト
作
成　
　
　
　　
　
　
　

  

81
万
円

　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
作
品
を
採
用

し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
作
成

し
、
原
付
バ
イ
ク
等
の
既
登
録
者
お
よ
び
新

規
登
録
者
の
う
ち
希
望
者
に
配
布
し
ま
す
。

新
　

 

記
念
品（
滝
桜
フ
ィ
ギ
ュ
ア、三
春
駒
等
）

　

 

制
作
業
務　
　
　
　　
　
４
４
９
万
円

　

ノ
ベ
ル
テ
ィ
を
作
成
し
ま
す
。

新

　

 

第
24
回
さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
１
位

　

 

メ
ダ
ル
作
成　　
　
　
　
　

  

８
万
円

　

滝
桜
の
あ
る
中
郷
地
区
で
開
催
さ
れ
る
さ

く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
お
い
て
、
１
０
０

周
年
の
機
運
を
高
め
大
会
を
盛
り
上
げ
る
た

め
、
小
中
学
生
・
親
子
ペ
ア
の
７
部
門
の
記

念
メ
ダ
ル
を
作
成
し
、
贈
呈
し
ま
す
。

新そ
の
他
の
重
点
施
策

【
総
務
費
ほ
か
】　
（
総
務
課
ほ
か
）

【
環
境
整
備
費
等
】

　
 

桜
名
木
調
査　
　
　
　
　
　

  

10
万
円

　

町
内
の
桜
の
名
木
・
古
木
を
樹
木
医
の
指
導

を
受
け
、
三
春
さ
く
ら
の
会
や
各
地
区
ま
ち
づ

く
り
協
会
な
ど
と
協
働
で
調
査
し
、
今
後
の
保

護
と
管
理
計
画
の
基
礎
資
料
に
し
ま
す
。

新
　

 

選
挙
費　
　
　
　
　 

２
、３
５
７
万
円

【
予
算
の
内
訳
】

　

 

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
費（
７
月
25
日
任
期
満
了
）

　

 

福
島
県
知
事
選
挙
費（
11
月
11
日
任
期
満
了
）

新新新
　

 

オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
作
成

５
６
０
万
円

　

１
０
０
周
年
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ン
ホ
ー
ル
の
デ

ザ
イ
ン
蓋
を
作
成
し
設
置
し
ま
す
。

新

▼
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
実
施
設
計
業

　

 

務
等
事
業　
　
　
　
　

   

５
、５
１
０
万
円

　

岩
江
地
区
へ
の
認
定
こ
ど
も
園
新
設
に
向

け
た
実
施
設
計
業
務
等
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。

▼
三
春
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
屋
根
修
繕
事
業

４
、２
５
９
万
円

　

令
和
３
年
末
の
度
重
な
る
強
風
に
よ
り
破

損
し
た
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
屋
根
修
繕
工
事
を

行
い
ま
す
。

▼
岩
江
小
学
校
校
舎
・
体
育
館
照
明
器
具
更

　
新
工
事　
　
　
　
　
　
　
７
、３
９
６
万
円

　

岩
江
小
学
校
校
舎
お
よ
び
体
育
館
の
照
明

器
具
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と
し
、
教
育
施
設
の
環
境

改
善
を
図
り
ま
す
。

▼
紫
雲
閣
修
繕
工
事　
　
　
４
、８
４
９
万
円

　

国
の
登
録
有
形
文
化
財
で
あ
る
文
化
伝
承

館
で
、
紫
雲
閣
再
公
開
に
向
け
修
繕
し
利
活

用
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

▼
防
災
基
盤
整
備
事
業　
　
４
、８
７
１
万
円

　

消
防
力
の
向
上
、
防
災
・
減
災
の
強
化
を

図
る
た
め
、
引
き
続
き
防
災
基
盤
整
備
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

　

役
場
駐
車
場
内
地
下
式
防
火
水
槽
新
設
工
事

　

防
災
避
難
施
設
管
理
棟
整
備
事
業

主
な
令
和
３
年
度
繰
越
事
業

　

 

こ
お
り
や
ま
広
域
連
携
中
枢
都
市
圏
航

　

 

空
写
真
合
同
撮
影
お
よ
び
写
真
地
図
作

　

 

成
業
務
負
担
金　
　
　
　
　
５
１
９
万
円

　

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
の
航
空
写
真
の
撮
影

業
務
を
こ
お
り
や
ま
広
域
圏
の
市
町
村
と
合

同
で
実
施
し
ま
す
。

新
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広報みはる
令和４年５月号

令和４年度地区交流館紹介

　地区交流館は、各地区の生涯学習活動の拠点です。交流、ふれあいの場としてご利用ください。各交流館をご利

用するときは、開館日に利用日時を確認しお申込みください。

地区交流館名 開館日 開館時間 電話番号
沢石会館

要田交流館大平荘

御木沢地区公民館

岩江センター

中妻地区公民館

中郷地区交流館

火・水・木

火・水・土

火・木・土

火・水・金

火・木・土

火・水・木

62-8472

62-6472

62-8471

024-942-0092

62-1181

62-6125

9:30～16:30

３月16日発生の福島県沖地震対応について
１. り災証明書・被災証明書の発行
　保険等の手続きや被災ゴミの受入れ等で必要となる

方は申請してください。

２. 災害ごみの受入れ
　地震に伴う災害ゴミの受入れを行っています。

３.損壊建物（付属屋含む）の撤去
　令和４年福島県沖地震により半壊以上の被害を受けた

建物（付属屋含む）の解体について、町が撤去できる場

合がありますので、ご相談ください。

①半壊の基準
　外壁、内壁、基礎等に亀裂が入り、建物の傾斜が 1/20

　（約３度）以上であることなどが目安となり、町職員

　が個別に判定します。

②対　　象
　建物の解体・撤去および処分のみ

　付帯工事や建物の中の物品処分などは申請者負担と

　なるのでご注意ください。

③事前相談等
　り災・被災証明の申請が必要なため、総務課自治防災

　グループに事前に相談が必要です。

　（被害状況写真10枚程度（四方・建物内など））

▼問　総務課　自治防災グループ　☎ 62-1114（上記１）
　　　　　住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147（上記２、３）
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広報みはる
令和４年５月号

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
４
月
に
三

春
町
農
業
委
員
会
の
農
業
委
員
と

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
代

わ
り
ま
し
た
。
新
し
い
各
委
員
の

任
期
は
、
令
和
４
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
の
３

年
間
で
す
。

　
ま
た
、
４
月
１
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
第
１
回
農
業
委
員
会
で
、

会
長
に
橋
本
正
亀
委
員
が
、
会
長

職
務
代
理
に
本
田
儀
勇
委
員
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
売

買
、
貸
借
な
ど
の
権
利
移
動
、
農

地
の
相
続
、
農
地
転
用
申
請
な
ど

に
関
す
る
手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
該
当
す
る
案
件
が
あ
る
場

合
は
、
各
地
区
の
農
業
委
員
や
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
、
ま
た

は
事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
農
業
委
員　
（　
）は
担
当
地
区

　
（
敬
称
略
）

　
増
子　
弘
子
（
沢
石
）

　
山
口　
陽
一
（
中
郷
）

　
渡
邉　
重
𠮷
（
中
妻
）

　
大
内　
　
将
（
中
郷
）

　
加
藤
不
二
夫
（
沢
石
）

　
影
山　
忠
夫
（
岩
江
）

　
内
藤　
保
次
（
岩
江
）

▼
本
部

　
団
長　
　
　
赤
井　
幸
夫

　
副
団
長　
　
村
上　
輝
男

　
分
団
長　
　
榎
本　
英
基

▼
三
春
分
団

　
分
団
長　
　
人
見　
　
誠

　
副
分
団
長　
幕
田　
祐
二

▼
沢
石
分
団

　
分
団
長　
　
菊
地　
和
裕

　
副
分
団
長　
佐
久
間
優
樹

▼
要
田
分
団

　
分
団
長　
　
佐
久
間
美
彦

　
副
分
団
長　
大
内　
正
善

▼
御
木
沢
分
団

　
分
団
長　
　
橋
本　
康
幸

　
副
分
団
長　
鹿
又　
　
剛

▼
岩
江
分
団

　
分
団
長　
　
栗
山　
　
豊

　
副
分
団
長　
橋
本　
　
学

▼
中
妻
分
団

　
分
団
長　
　
影
山　
慶
憲

　
副
分
団
長　
千
葉　
一
彦

▼
中
郷
分
団

　
分
団
長　
　
黒
羽　
正
彦

　
副
分
団
長　
近
内　
　
勲

農
業
委
員

農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員

お
世
話
に

な
り
ま
す

　
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
と
を
結
ぶ

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
く

方
々
で
す
。
町
へ
の
要
望
や
意
見

な
ど
は
区
長
さ
ん
へ
お
話
し
く
だ

さ
い
。（
敬
称
略
）

▼
三
春

　
五
十
川
一
政
（
大
町
）

　
橋
本　
三
郎
（
中
町
）

　
大
内　
長
久
（
八
幡
町
１
）

　
本
田　
儀
勇
（
八
幡
町
２
）

　
佐
藤　
宗
一
（
荒
町
上
）

　
橋
本　
文
四
（
荒
町
下
）

　
志
賀　
清
昭
（
北
町
）

　
大
内　
一
夫
（
新
町
１
）

　
横
山　
博
宣
（
新
町
２
）

　
橋
本　
　
勇
（
新
町
３
）

　
本
田　
嘉
則
（
八
島
台
１
）

　
圓
谷　
彰
孝
（
八
島
台
２
）

　
人
見　
正
司
（
八
島
台
３
）

▼
沢
石

　
佐
久
間　
亨
（
実
沢･

青
石
）

　
佐
久
間
正
幸
（
富
沢
）

▼
要
田

　
門
馬　
武
弘
（
熊
耳
）

　
千
葉　
與
義
（
南
成
田
）

　
橋
本　
一
廣
（
北
成
田
）

　
本
田　
栄
司
（
庄
司
）

▼
御
木
沢

　
影
山　
和
利
（
元
町
）

　
鹿
又　
喜
一
（
栄
町
）

　
本
田　
正
夫
（
平
沢
１
）

　
伊
藤　
　
茂
（
平
沢
２
）

　
新
保　
徳
義
（
御
祭
３
）

　
渡
辺　
　
勉
（
御
祭
４
）

　
渡
辺　
利
男
（
七
草
木
）

▼
岩
江

　
増
子　
昌
弘
（
山
田
）

　
遠
藤　
勝
男
（
上
舞
木
）

　
屋
敷　
昌
則
（
下
舞
木
１
）

　
押
山　
　
正
（
下
舞
木
２
）

　
上
野　
明
吉
（
下
舞
木
３
）

　
髙
橋　
信
男
（
下
舞
木
４
）

▼
中
妻

　
橋
本　
英
夫
（
鷹
巣
）

　
宗
形　
　
薫
（
斎
藤
）

　
佐
藤　
和
典
（
沼
沢
）

　
府
中　
久
男
（
西
方
）

▼
中
郷

　
橋
本　
知
典
（
滝
）

　
鈴
木　
貞
男
（
柴
原
）

　
武
田　
　
繁
（
込
木
）

　
鈴
木　
孝
男
（
芹
ケ
沢
）

　
山
崎
寛
一
郎
（
貝
山
）

　
渡
邊　
雄
一
（
春
沢
）

　
影
山　
輝
男
（
狐
田
）

　
八
木
沼
保
一
（
過
足
）

　
近
内　
　
弘
（
根
本
）

　
田
村　
信
也
（
樋
渡
）

　
増
子　
隆
之
（
蛇
石
）

　
門
馬　
稔
治
（
要
田
）

　
小
林　
　
孝
（
要
田
）

　
新
田　
俊
男
（
中
妻
）

　
大
津　
早
苗
（
御
木
沢
）

　
本
田　
儀
勇
（
三
春
）

　
橋
本　
正
亀
（
御
木
沢
）

▼
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
（　
）
は
担
当
地
区

　
（
敬
称
略
）

　
相
川　
義
則
（
三
春
）

　
平
沢　
善
秀
（
御
木
沢
）

　
渡
辺
恵
智
郎
（
御
木
沢
）

　
佐
久
間
喜
栄
（
沢
石
）

　
佐
久
間
正
光
（
沢
石
）

　
山
口　
裕
一
（
中
妻
）

　
橋
本　
一
三
（
要
田
）

　
佐
藤　
義
朗
（
要
田
）

　
西
山　
忠
明
（
中
郷
）

　
八
木
沼
孫
一
（
中
郷
）

　
菅
野　
栄
章
（
岩
江
）

　
増
子　
義
男
（
岩
江
）

　
遠
藤　
　
毅
（
中
妻
）

各
地
区
区
長

各
地
区
区
長

▼問　各地区区長・消防団幹部　総務課　自治防災グループ　　　　　☎ 62-1114　FAX61-1110
　　　各地区農業委員・農地利用最適化推進委員　農業委員会事務局　☎ 62-2112　FAX61-1110

　
明
る
く
住
み
よ
い
町
を
つ
く
る

た
め
、
地
域
の
防
火
・
防
災
の

中
心
と
な
っ
て
い
た
だ
く
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

消
防
団
幹
部

消
防
団
幹
部
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広報みはる
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広報みはる
令和４年５月号

課等名・課長等名 施設・グループ等名 施設長・
グループ長等名 グループ等職員名 電話番号

水 道・宅 造

梶原和則

橋本泰寿

下 水 道

近内信二、増子伸一

渡邉一輝

企業局
局長　大内広三 62-2500

62-2500

教育課
教育次長兼課長
藤井　康

教 育 総 務 大内佳代子 小野寺百絵、服部佑亮、樽井真理 62-6310

棚橋信輝学 校 教 育 62-6310

生涯学習課
課長兼交流館長
遠藤　晃

生 涯 学 習 菊田久光 本間徹、横田涼、酒井ほの香 62-3837

佐久間正浩社 会 体 育 三瓶新太郎、長谷川未智瑠、大沼龍ノ介 62-3837

歴史民俗資料館

渡辺貞子

平田禎文

町民図書館

藤井典子、西宏恵、杉原美里

新田由香里、内藤タケ

62-5263

62-3375

大内江利子児童生活センター 安部良明、志賀真理子、大内美和、佐川恵理 62-8666

議会
事務局長　永山　晋 橋本和宜、林有希奈 62-8124事 務 局

伊藤朗、宗像秀幸、宗像剛琉

伊本絵里、佐藤光将

建設課
課長　新野恭朗 建 　 設

佐久間久美

佐藤智和

都 　 市 山口登美男、本田圭佑

62-2115

62-2113

建 　 築 62-2113金田義隆

▼問　総務課　庶務グループ　☎ 62-2111　FAX61-1110

棚橋信輝（教育課／主幹兼指導主事兼学校教育グループ長／福島県
教育委員会より派遣）、渡邉小太郎（企画政策課／副主事）、
渡辺夏未（住民課／主事）、熊田侑希（税務会計課／主事）、
髙畑健太（税務会計課／副主事）、金谷真也（保健福祉課／主査）、
鈴木久美子（保健福祉課／主査）橋本愛美（保健福祉課／副主事）、
増子剛己（産業課／副主事）、大沼龍ノ介（生涯学習課／主事）、
酒井ほの香（生涯学習課／副主事）

新採用等 （４月１日付）

退　職
遠藤信行、本間徹、遠藤宏子、竹之内千智、橋本勝也、新野徳秋、
佐久間孝夫、増子房代

（3月 31日付）

派　遣
伊藤晴之（三春まちづくり公社）、遠藤信行（三春町土地改良区）、
本田侑（田村広域行政組合／継続）、岩崎友也（農林水産省／継続）、
星綾子（福島県）、荒井由紀（三春町社会福祉協議会）

佐藤副町長退任

　佐藤知憲副町長が令和４年３月31日

付をもって退任されました。

　佐藤氏は平成 11 年に福島県職員とな

り、令和２年４月１日から副町長に就任

され、移住定住促進事業の推進や新型コ

ロナウイルス対策を講じるなど三春町発

展のために尽力いただきました。
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広報みはる
令和４年５月号

課等名・課長等名 施設・グループ等名 施設長・
グループ長等名 グループ等職員名 電話番号

庶 　 務

自 治 防 災

大見友和

今泉喜徳

文 書 情 報

小林　学

影山寛子、伊藤友太、桑原渉、本田一真

内野雅大、松本葵、佐久間結萌

宗像久美子、大内幸博、渡辺フミヤ

総務課
課長　宮本久功 62-2111

62-8125

62-1114

財務課
課長　菊田誠子

財 務

鈴木ひろ子

佐久間貴

管 理 契 約

松崎浩仲、渡部薫

永井雄人

62-2132

62-2132

保健福祉課
課長　佐久間美代子

福 祉 松崎俊介

介 護 保 険 魵澤ルミ子、緑川可那子

62-3166

62-3166

地域ケア推進 近内文、千葉大知、日下部愛、鈴木久美子

髙橋朋子保 健 医 療 人見千佳子、星彩乃、橋本愛美

62-5110

62-5110

儀同佐江子

大須賀美和

野村顕弘、平野大介、吉田美穂、金谷真也

企画政策課
課長　渡辺　淳 62-1122企 画 政 策 大貫健一 岩崎竜也、伊藤芙美、冨塚俊樹、渡邉小太郎

住民課
課長　佐久間島宏

住 　 民

木次谷真実国 保

佐久間薫、藤橋優美子、鈴木美香、増子未咲、根本佳奈、
遠藤麗美

八木千加子、渡辺夏未

62-8126

62-2147

志田公美

生 活 環 境 橋本　勝 影山貴啓、宗像雄也 62-2147

税務会計課
会計管理者兼
課長　荒井公秀

課 　 税

根本文子

根本義己

収 　 納 五十嵐美紗、髙畑健太

62-8127

62-2136

澤田瑛梨奈、武田修一、黒澤弘樹、渡邊聖也、佐藤祐梨子、
久保遥南、熊田侑希

会 計 渡辺里美 佐久間達意、藤橋凪沙 62-0330

子育て支援 大河原歩

伊藤佳子

武内久美子、吉田尚、遠藤薫理 62-0055

新野美希子北 保 育 所 渡辺幸、遠藤英恵、緑川奈津美、井出知里、松崎愛美 62-4133

岩江幼稚園

工藤綾子

新野久美子

中郷幼稚園 大石美香、橋本真理、白籏佳苗、松本光世

024-956-2727

62-2875

母 子 保 健 遠藤宏子、大山絵里 62-0055

佐藤禎一保 育 松﨑理香、佐久間佑樹 62-0055

三輪美奈、鈴木佑季子、吉田淳美、飯絢、中川詩織、
小林いちご、坂本直央、　野琴恵、降矢真衣、
菅野ゆづき

子育て支援課
課長　影山清夫

農業委員会
（事務局長 鴫原健二） 農業委員会事務局 久保田浩 62-2112

産業課
課長　鴫原健二

農 　 林

桑原弘美

宗像哲志

商 工 観 光

中野洋志、滝田富崇、栁田知美、冨塚喜斗、増子剛己

伊藤崇文、安田瞳、大橋佳恵、玉川瑛斗

志賀瑞樹

62-2112

62-3960

令和４年４月１日現在の職員配置などをお知らせします。

三春町役場行政組織機構図
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① 事前相談
② 受診予約

必ず事前に連絡し、相談してから受診してください。

③ 病院受診

町立三春病院News町立三春病院News町立三春病院News

☎ ☎

さくらマルシェを開催します

感染症を疑う場合の受診の注意点（ご協力ください）
発熱などの症状があ
り、事前連絡なく直接
受診されますと感染症
拡大につながる恐れが
あります。

まずはかかりつけの
医療機関にご相談く
ださい。

※当日参加も受付けています。
※医療・介護・福祉に関するご相談に専門スタッフが対応します。
※新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、中止や変更となる場合があり
　ますので、三春病院ホームページをご覧ください。

▼問・申込　☎ 73-8180（総合相談課）

オレンジカフェ☆さくら　（毎月1回木曜日開催）
　認知症の方やそのご家族、地域の方の交流の場です。
　健康な生活のためのミニ講座や頭と体を同時に動かす体操を行っていますのでぜひご参加ください。
▶　会　場：三春町役場 2階　桜ホール
▶　参加費（お茶・お菓子代）：100 円
▶　日　時：５月 12日（木）　午前 10時～ 11時 30分
▶　内　容：健康体操、健康講座「貧血について」

　毎月第 4水曜日に「さくらマルシェ」を開催します。
　ぜひ、ご利用ください。
☆第４水曜日　午前 11時～午後 1時
☆三春病院　正面玄関前にて
　・ブリキイヌ（コーヒー、スイーツ、パン）
　・シリウス（作業所作品：ジャム、のり、フランクフルト）
　・桜工房（おこわ、いなり寿司、シフォンケーキ、お惣菜）
　・エクリュイースト（自家製酵母パン、米粉のケーキ）
　・アグリット（愛にんにく、にんにく加工品）
　・売店みはる（お菓子、パン、野菜、加工品）
　・キッチンほしくま（キッチンカーによるお弁当）
　　　　　　　　　　　　　　　　　などのお店が出店予定♪
　　　　　　　　　　※感染拡大の状況により中止することもございます。
　　　　　　　　　　　三春病院ホームページをご覧ください。

受診予約せずに直接病院受診

☎
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令
和
４
年
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
伊
藤

智
子
先
生
、
塚
本
睦
先
生
が
ご
退
職
、
遠
藤

教
頭
先
生
を
は
じ
め
13
名
の
先
生
方
が
転
退

職
し
ま
し
た
。
ま
た
、
４
月
か
ら
新
し
く

先
生
方
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
今
年
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
田
村
高
校
。
伝
統
を

受
け
継
ぎ
更
な
る
発
展
を
試
み
ま
す
。

柔
道
競
技

　

男
子
団
体　

２
回
戦
進
出

　

男
子
個
人
戦

　

渡
辺
康
成
（
無
差
別
級
）

　
　
（
２
年
５
組　

平
野
中
）　

一
回
戦
敗
退

　

甲
地
来
希
（
81
㌕
級
）

　
　
（
２
年
５
組　

上
北
中
：
青
森
）

二
回
戦
敗
退

　

田
中
楓
之
樹
（
60
㌕
級
）

　
　
（
２
年
５
組　

行
健
中
）　

一
回
戦
敗
退

　

３
月
29
日
、
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
１
４
４
名
の
新
入
生
が
入
学
し
ま

し
た
。
近
藤
学
年
主
任
か
ら
「
楽
じ
ゃ
な
い

け
ど
楽
し
い
高
校
生
活
に
し
ま
し
ょ
う
。」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
校
訓
で
あ
る
「
進

取
・
自
律
・
友
愛
」
の
も
と
充
実
し
た
学
校

生
活
に
な
る
よ
う
応
援
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
全
国
選
抜
大
会
は
、
多

く
の
方
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
感
染
対
策
を
万

全
に
し
な
が
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
晴
れ
て

全
国
大
会
に
出
場
し
た
競
技
と
選
手
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技

　

男
子
個
人
67
㌕
級

　
　
　
　
　
　
　

第
６
位　

青
山
怜
平

（
２
年
１
組　

日
和
田
中
）

　

男
子
個
人
73
㌕
級

　
　
　
　
　
　
　

第
３
位　

大
内
大
輔

（
２
年
１
組　

三
春
中
）

　

男
子
個
人
１
０
２
㌕
級

　
　
　
　
　
　
　

第
４
位　

荒
木
仁
志

　
　
　
　
　
　
　
（
２
年
５
組　

喜
久
田
中
）

　

３
月
16
日
、
31
日
の
２
日
間
の
日
程
で
、

グ
ラ
ン
デ
コ
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
体
育
科

１
・
２
年
生
に
よ
る
ス
キ
ー
実
習
を
行
い
ま

し
た
。
本
来
は
２
泊
３
日
で
実
施
す
る
予
定

で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
考
慮
し
、
日
帰
り
で
の
実
施
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
16
日
深
夜
に
起
き
た
大
規

模
地
震
の
影
響
で
２
日
目
の
日
程
を
延
期
し

て
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
日
程
の
確
保
と
諸

準
備
の
変
更
に
苦
慮
し
ま
し
た
が
、
福
島
県

が
誇
る
大
自
然
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
堪
能
し
ま

し
た
。
最
後
に
は
検
定
試
験
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
充
実
し
た
実
習
と
な
り
ま
し
た
。

◆
体
育
科
ス
キ
ー
実
習

◆
全
国
選
抜
大
会
に
出
場

◆
離
任
・
着
任
の
お
知
ら
せ

◆
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

２年生

1年生

入賞した3名  左から大内大輔、荒木仁志、青山怜平

☎
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☎

研究の現場を見てみよう！

コミュタン福島　５月イベント情報
◆1日（日）　　　　　  　　　 　　コミュタンフェスティバル
◆3日（火）～5日（木）　　 　　やじろべえの秘密・新聞紙で水切り絵を作ろう！
◆7日（土）・8日（日）  　　　　　燃料電池を体験しよう！・厚紙でブーメランを
　　　　　　　　　　　　　　　　  つくろう！
◆14日（土）・15日（日）　　　　削ってつくろう虹色のモチーフ
◆21日（土）・22日（日）　　　　放射線を遮へいするものを探してみよう！
　　　　　　　　　　　　　　　　 紫外線で色が変わるアクセサリーをつくろう！
◆28日（土）・29日（日）　　　　芳香剤をつくろう！
◆環境創造シアター国立科学博物館番組上映　３万年前の大航海〈新番組〉、恐竜の世界（土日祝日のみ）
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、急遽イベントを中止することがありますので、
　予めご了承ください。詳しくはホームページ上（https://com-fukushima.jp/）で周知させ
　ていただきます。

　　　　　　　 環境創造センターで行っている研究内容について紹介します。
　　　　　　　 今回は日本原子力研究開発機構　廃炉環境国際共同研究センターの操上広志さんです。

　福島県環境創造センターでは、森林や河川など環境中での放射性セシウムの分布や動き、生態系への影響について
の調査や研究を行っています。私は、主に樹木や野生きのこ、渓流魚などのセシウム濃度の予測シミュレーションにつ
いての研究のほか、放射線などのモニタリングデータベースや研究成果の情報発信に携わっています。野生きのこや渓
流魚などは今でも地域や種類によって出荷制限などが続いています。下の図は渓流魚に取り込まれるセシウムがどのよ
うに森林内の動きと関係しているかをシミュレーションによって分析した例です。渓流魚へのセシウムの取り込みには複
数の経路があることがわかりました。研究成果をわかりやすい形で発信することについても取り組んでいますので、イン
ターネットで「JAEA faceis」と検索してみて、忌憚のないご意見をいただければと思います。

◎研究者
　日本原子力研究開発機構　廃炉環境国際共同研究センター　操上　広志
　2011 年 6月から福島に来ました。今は家族 4人郡山市で生活しています。
週末は子どもとお絵描き、折り紙、ままごとなどの合間（ほとんどありませ
んが）に DIY やっています。最近の力作は、うんてい・鉄棒・ブランコ・ボ
ルダリング・バスケットゴール付きロフトベッドですが、鉄棒に頭をぶつけ
たときは死ぬかと思いました。1アール程度の畑を借りていて野菜・ひょう
たん作りもちょっとした趣味です。

セシウムの森林内の動きと渓流魚への取り込み経路のイメージ（左）とシミュレーション結果の例として
の渓流魚のセシウム濃度の時間変化（右）
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　3月16日、三春交流館「まほら」ホールで公益財団法人さわやか福祉財団の岡野貴代さんをお招きし、地区サロ
ン活動の報告会「つながっぺ！みはる！」を開催しました。
　岡野様の講演により、地域での支え合いの大切さを再認識したあと、各グループごとにサロンの活動報告を行いまし
た。サロン同士で質問や情報交換が活発になされ、今後の活動のヒントを得る有意義な場となりました。
　また、「サロンで有償ボランティアを始めるとしたら、どんなことができるか」をテーマに、35名のサロン運営者と各
まちづくり協会役員の方を交えて、グループワークを行い、顔の見える関係から生まれる「おたがいさま」のアイデア
が多く出されました。
　三春町では、地域から生まれる「おたがいさま」を、町内に数多く広げていきたいと考えています。地域のために何
かしたい、何ができるか考えたいという町民の方を応援しますので、気軽にご相談ください。

▼問　生活支援コーディネーター（町社会福祉協議会）　☎ 62-8586
　　　保健福祉課　地域ケア推進グループ　　　　　　 ☎ 62-5110
　　　介護保険グループ　　　　　　　　　　　　 　　☎ 62-3166

このコーナーでは、最近行われた行事や
三春ならではのアツい話題などをピック
アップしてお伝えしています。

　3月27日～ 30日の 4日間、魁春旗争奪全国高等学校選抜柔道錬成三春大会が町民体育館で開催され、全国の強
豪校など計 13チームが出場しました。
　この大会は東日本大震災以降、宮城県女川町から三春町が引き継いで開催しており、2016 年から大会名を「魁春
旗争奪全国高等学校選抜柔道錬成三春大会」として開催し、今回は三春町で大会を始めて11回目の開催となりました。
今回も新型コロナウイルス感染症対策のため、選手・スタッフ全員の PCR 検査または抗原検査の実施と無観客、会場
の消毒や換気などの感染症対策を行ったうえで大会を開催しました。
　大会初日にトレーニング講習会・練習会・開会式、2日目に大会、3・4日目に錬成会を実施しました。
　今年の大会結果は崇徳高校（広島）が 3連覇を達成しました。
　選手たちは大会を通して、日頃の練習の成果を発揮する熱い試合を繰り広げ、交流を深めました。

活動報告会「つながっぺ！みはる！」を開催しました

第 11回魁春旗争奪全国高等学校選抜柔道錬成三春大会が開催されました

練習会

決勝戦 優勝校「崇徳高校」

トレーニング講習会

▽大会結果は次のとおりです。
　優　勝　　崇徳高校（広島）
　準優勝　　修徳高校（東京）
　第３位　　木造高校（青森）
　　　　開志国際高校（新潟）
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　3月25日、三春町役場に町立三春病院の﨑山栄子看護部長を講師にお招き

し、認知症サポーターステップアップ研修を開催しました。

　前半は、三春町の認知症施策や講師による「認知症の理解を深める」をテー

マにした講演、後半は、「認知症高齢者の事例からサポーターとしてできること」

についてのグループワークが行われ、各グループから前向きな意見を多数いた

だきました。

　認知症サポーターステップアップ研修は、認知症サポーターが認知症に関す

る知識を更に深め、地域の認知症高齢者の方との接し方など、具体的に学ぶこ

とができます。認知症は誰にでも起こり得る病気です。今回の研修以降もテーマを変えて実施していきますので、ぜひ

ご参加いただき共に支え合うことのできるまちづくりをしていきましょう。

認知症サポーターステップアップ研修　12名が受講しました

　4月 6日、福浜大一建設株式会社の皆さ
んと役場建設課が合同で、新町橋から雁木
田橋間の桜川河川内の清掃作業を行いまし
た。福浜大一建設株式会社では、三春町を
訪れる方々に気持ち良く「まち歩き」を楽
しんでいただくことで『三春町の観光振興
の一助につなげたい』と、平成 29 年度か
ら「春の桜川清掃作業」を行っています。

　4月 9日、さくら湖流域の住民や関係団体で構成される「さくら湖流域協働ネットワーク」主催の「さくらの里
クリーンアップ作戦」が、さくら湖周辺の向山森林公園、さくらの公園、石畑水生生物観察園などで行われました。
本年も新型ウイルス感染拡大防止対策を行ったうえでの開催となり、245 名の参加がありました。

三春町交通教育専門員再任　佐久間廣喜さん（沢石）

桜川清掃を行いました

「さくらの里クリーンアップ作戦」が行われました

グループワークのようす

　4月 1日付けで三春町交通教育専門員の辞令が交付されました。任
期は 3年間です。
　佐久間さんには、平成 31年から交通教育専門員として業務を行っ
ていただいており、引き続き交通安全に関する知識の普及や交通安全
意識の向上を図るため、ご活躍いただきます。町内行事での交通誘導
や街頭での交通安全指導などが主な活動内容です。
　佐久間さん、これからもよろしくお願いします。

「向山森林公園コース」の皆さん

三春町教育専門員　佐久間廣喜さん（左）

「石畑水生生物観察園コース」の皆さん 「さくらの公園コース」の皆さん
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　４月９日、春の「おもてなし」行事として恒例となっている「愛姫行列」が開催されました。
　春の爽やかな快晴の空の下、振袖姿の愛姫たちが街なかを練り歩き、観光客の皆さんをおもてなししました。

　三春町消防団長の石井公義様が任期満了に伴い 3月 31日付けで退団され、4月 1日、三春町長から退団辞令が
交付されました。
　石井公義様には、昭和 48年に三春町消防団員として任命され、令和 4年 3月までの通算 44年間ご活躍いただ
きました。長きにわたり三春町のためにご尽力いただきましたこと心より感謝申し上げます。
　また、後任には赤井幸夫副団長が任命され、4月 1日付で団長辞令が交付されました。赤井団長は、就任の挨拶
の中で、災害時に迅速に対応
すると共に、団員が安全に家
に帰れることを第一にしたい
と述べられました。
　今後は赤井団長新体制のも
と、町民の皆さんの安全と貴
重な財産を守るため、防火・
防災により一層尽力していき
ますので、今後ともご協力を
お願いします。

　4月 3日、三春交流館「まほら」において令和 4年度三春町消防団辞令交付式が行われました。
　辞令交付式では、赤井団長から村上本部分団長に副団長への辞令が交付され、次に部長をはじめとする退団者や
幹部への昇任者、新入団者へ辞令が交付されました。
　この度退団された皆さんには、長年、地域の要として消防団活動に専念していただきました。本当にありがとう
ございました。
　また、新たに入団された団
員の皆さんには、若い力で先
輩団員と共に地域の安心・安
全のためご活躍を期待してい
ます。
　新入団員については、随時
募集していますので、下記連
絡先までご連絡ください。
地域の安心・安全を守るため、
ぜひ一緒に活動しましょう。

▼問　総務課　自治防災グループ　☎ 62-1114

三春町消防団長辞令交付式を開催しました

地域は地域のみんなで守る！　令和 4年度消防団辞令交付式挙行

第６回愛姫行列が開催されました

石井前団長へ退団辞令交付

訓示を述べる赤井団長

前列左から、議長、町長、石井前団長、赤井新団長
後列左から、総務常任委員長、副議長、総務課長

辞令を受け取る幹部昇任者



24
広報みはる
令和４年５月号

広報みはる
令和４年５月号

丸山未羽さん（三春中学校 2年ソフトボール部）

山﨑蒼獅さん（三春小学校 6年）

全国大会出場おめでとうございます！

三春町に４名の新採用教員が着任いたしました

◆第40回全国高等学校　　
　男子ソフトボール選抜大会

◆第44回全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ
　春季水泳競技大会

◆ＪＯＣジュニアオリンピックカップ
　第18回都道府県対抗全日本中学生女子ソフトボール大会

　３月 18日、全国大会に出場する皆さんが三春町役場を訪れ、全国大会での活躍を期待し、町長から激励金が手
渡されました。全国大会出場おめでとうございます。

　4月 1日、役場公室において、「令和 4年度新規採用教

職員辞令交付式」が行われました。三春町で、教員として

の新たなスタートをきった 4名の方々の健闘を祈ります。

三春小学校　武田　樹（たけだ　いつき）

岩江小学校　中村照恵（なかむら　めぐみ）

中郷小学校　猪俣直樹（いのまた　なおき）

沢石小学校　吉田光江（よしだ　みつえ）

どうぞよろしくお願いします。

　入学式をはじめ、各小中学校の教育活動の様子は、それぞれ各学校のWeb ページからご覧いただけます。また、

「三春町教育ポータルサイト」からもアクセスすることができます。ぜひご覧ください。

鈴木陸士さん、佐藤壱成さん、七海陽希さん
（郡山北工業高校ソフトボール部）

〔後列〕　　　猪俣直樹　　　吉田光江
〔前列〕武田樹　添田直彦教育長　中村照恵
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　福島県出身の菅野千怜さんが所属するカルテットドンカのコンサートを開
催します。コンサートに先立ち４人の皆さんには三春小学校合奏部への演奏
指導や町内小学生対象の音楽鑑賞教室を行っていただく予定です。４人の織
り成す弦の音色をぜひお楽しみください。
○開催日時　5月 27日（金）開演：午後 6時 30分（開場：午後 6時）
○会　　場　三春交流館「まほら」まほらホール
○入 場 料　無料
○座　　席　全席自由席
○申　　込　電話（☎ 62-3837）、FAX（62-4727）、メール
　　　　　　（koryukan@town.miharu.fukushima.jp）、スマー
　　　　　　トフォンのいずれかで氏名・連絡先をご連絡くだ
　　　　　　さい。

まほらミュージックプロジェクト
2022年　第１弾

Quartet Donka
弦楽四重奏コンサート

主 な 施 設 の 休 館 日
▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

延　長　業　務
▶

▶

自然観察ステーション 5月のイベント情報

☎

※事前申込制です。参加を希望される方は実施日の１週間前までにお申し込み
　ください。
※４月～ 11月は、毎月第２金曜日・第３土曜日に「星を見る会」を予定して
　います。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、内容が変更となる場合がござい
　ますので、詳細はお問い合わせください。

　春の天体の観察をします。※荒天中止（曇天、風雨、雷など）
▶ 日　　時　 5月 13日（金）・21日（土）　午後7時～9時
▶ 集合場所　 ステーション天文台　　　　　▶ 持 参 品　 寒くない服装
▶ 参 加 費　 大人 200 円・子ども 100 円

　三春の里から遊歩道を歩いて、ダム周辺の野鳥と植物の観察（食べられ
る野草の採取等）をします。
▶ 日　　時　 5月 15日（日）　午前9時 30分～正午
▶ 集合場所　 ステーション　　　　▶ 持 参 品　 歩きやすい服装
▶ 参 加 費　 無料

　カブトムシの幼虫を採集し、幼虫から羽化するまでの学習をします。
　（実施場所：ボート場ほか）
▶ 日　　時　 5月 21日（土）　午前9時 30分～正午
▶ 集合場所　 ステーション研修室　▶ 持 参 品　 手袋（軍手）
▶ 参 加 費　 無料

★ 星を見る会

★ 春の観察会

★ カブトムシの幼虫採集

ヴァイオリン 高宮城 凌 ヴァイオリン 菅野 千怜 ヴィオラ 今井 凜 チェロ　大宮 理人

スマホから
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カルテットドンカの４人による弦楽四重奏コンサートを行います。
（詳細25ページ）

カルテットドンカ弦楽四重奏コンサート　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　 【三春交流館「まほら」:62-3837】
午後6時30分～
まほらホール
自由席　無料27日（金）

三春町にある焼き菓子のお店Mon amiがハンドメイド雑貨屋さん24店舗と1日限り
の祭典を開催いたします。占いもあるよ！！

Mon ami祭り　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　 　　　　　　　　  【Mon ami　鈴木亜由美:61-6777】
午前10時～午後4時

ホワイエ
無料

5月／
22日（日）

地元の農産物や商店の特売品など、いろいろなお店が出ますので、ぜひお越しく
ださい。

三春磐州市「さつき市」　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  【三春磐州市実行委員会(橋本紀子):62-5757】
午前11:00～
午後1:0021日（土）

M-NAVI 交流館NEWS
5月のイベント情報

▼問　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837　FAX62-4727

令和４年度　三春町青少年国際理解教育推進事業
『MIHARU Junior & Kids Ambassador Program』
　世界のグローバル化に対応し、未来へ向けて重要な役割の一端を担う若い世代、特に小
中高校生を対象に、日本と諸外国の文化や習慣の違いや英語のスキルアップの活動をとお
して三春や日本のよさ、学校生活を積極的に発信する人材を育成します。
【　Project Ⅰ　】
『三春町青少年国際理解教育プログラム』　国内留学（サマーキャンプ）
　隔年で実施していた、「アメリカ短期留学（アメリカサマーキャンプ）」が、新型コロナウイ
ルス感染症の収束が厳しい状況にあることから、アメリカ短期留学を中止し、国内留学（天
栄村「ブリティッシュヒルズ」での英国生活体験）、各種国際理解講座、オンライン交流等を実施します。
○研修場所　三春交流館「まほら」・ブリティッシュヒルズ（天栄村）・三春町国際交流館「ライスレイクの家」
○研修期間　令和４年６月～ 12月　各月１回程度　※原則、土曜日　午後 6時 30分～ 8時
　　　　　　ブリティッシュヒルズ国内留学　８月15日（月）～ 17日（水）　２泊３日
○募集人員　三春町在住の中学校２年生～高校３年生　16名程度
○参加費用　個人負担　３万円程度（ブリティッシュヒルズの宿泊費用等を含む）
○募集期間　５月６日（金）～ 20日（金）
　　　　　　※募集人員を超えた応募者があった場合は、抽選により決定する場合があります。
○申込方法　申込用紙は、三春交流館「まほら」にあります。
【　Project Ⅱ　】
『三春町小学生イングリッシュプログラム』　　※新規事業
　小学校５・６年生を対象に、英語によるコミュニケーションを通して異文化に触れ、積極
的に英語を使おうとする意欲や態度を育成すると共に、広い視野に立って物事を考える素地
を育成します。英語で書かれた絵本を声に出して読むワークショップや英会話を楽しく学ぶ講
座を実施します。
○研修場所　三春交流館「まほら」・三春町国際交流館「ライスレイクの家」
○研修期間　令和４年６月～ 12月　各月１回程度　※原則、土曜日　午後 4時～ 5時 30分
○募集人員　三春町在住の小学校５・６年生　16名程度
○参加費用　参加費用無料
○募集期間　５月６日（金）～ 20日（金）
　　　　　　※募集人員を超えた応募者があった場合は、抽選により決定する場合があります。
○申込方法　申込用紙は、三春交流館「まほら」にあります。

▼問・申込　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837
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趣
味
・
教
養

〈町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026〉

　※今後の新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により変更になる場合があります。

図書館・子育て支援センター・子育て支援課の今月の行事をお知らせします

〈子育て支援センター　☎ 62-0555〉
★開館日時:火曜日～金曜日（午前9時～午後4時30分）　土曜日（午前9時30分～正午、午後1時～午後4時）
★子育て支援センターでは、一時預かり事業も行っています。
　詳細については、子育て支援センターまでお問い合わせください。

〈児童生活センター　☎ 62-8666　FAX62-8669〉
★ すべての申込先は児童生活センター事務室（三春小内）へお願いします。

行　事 日　時 場　所 内　容

5月7日（土）
午前9時30分集合
午前10時～11時
申込期限5月2日（月）

内　容 ：「新聞紙で玉入れ！！」
　　　　広い体育館で思いっきり体を動かそう！！新聞紙を丸めて
　　　　玉を作り、相手コートにどんどん投げ込むゲームです。相手
　　　　チームより多く玉を投げ込んで、思いっきり遊びましょう。
参加料：100円
持ち物：うわばき・タオル・着替え・水筒・マスク
対　象：小学生
申込先：児童生活センター（三春小学校内）・御木沢児童クラブ
　　　 （御木沢小学校体育館内）へ参加料を添えてお申し込み
　　　　ください。当日欠席となっても返金できませんのでご了
　　　　承ください。

体育館で遊ぼう

御木沢小体育館

5月21日（土）
午前９時30分集合
申込期限5月6日（金）

内　容 ： 「野菜の苗植え体験」
　　　　普段食べている野菜の苗を見たことがあるかな？どんな風
　　　　に育つのか、観察してみよう。
参加料：無料
対　象：小学生
持ち物：汗拭きタオル・軍手・着がえ・水筒
申込先：三春町児童生活センター（三春小学校内）・岩江児童クラブ
　　　　（岩江センター内）へお申し込みください。

野菜の苗植え
体験 岩江センター

5月21日（土）
午前９時集合
正午まで
申込期限5月6日（金）

内　容 ： 「カブトムシの幼虫を探そう！！」
　　　　今年度最初の理科クラブです。バスで自然観察ステーション
　　　　に向かい、自分でカブトムシの幼虫を探して、持ち帰ります。
参加料：無料
持ち物：帽子・水筒・タオル・汚れてもよい靴（長靴等）
対　象：小学生
申込先：三春町児童生活センター（三春小学校内）へお申し込み
　　　　ください。

理科クラブ 三春小
わんぱくクラブ室

対　象行　事 日　時 場　所

5月10日（火）　午前11時～11時30分絵本とわらべ唄 乳幼児と保護者、妊婦 町民図書館

子
ど
も
・
親
子

対　象行　事 日　時 場　所 内容（持ち物）

就学前の5月生まれ
のお子さんと保護者

身長・体重を記入したり、手形を押したりして、手作りの誕生カー
ドを作ります。 フェルトで作った大きなケーキを囲んで誕生日の
お友達をみんなでお祝いします。
※当日、参加できなくても誕生カードを差し上げますので予約を
　お願いします。

お誕生会
5月生まれ（要予約）

5月25日（水）
午前11時30分～
11時45分
申込期限5月18日（水）

0歳～1歳位までの
お子さんと保護者

体重測定ができます。成長を確認しながら、お子さんとの時間を
持ってみませんか。離乳食講座の時間があります。栄養士さんから
具体的に話が聞けます。
母子手帳・バスタオルをご持参ください。

のびのびの日 5月27日（金）
午前10時～正午

子育て
支援センター

子育て
支援センター

保育士と一緒にふれあい遊びやお話を楽しむ時間です。おはなし“あのね” 5月10日（火）午前11時45分～正午
就学前のお子さん
と保護者

季節のせいさくを親子で自由につくって持ち帰ります。たのしいせいさく 5月19日（木） 就学前のお子さん
と保護者

保健センター              
1階ホール

運動指導士の方と一緒に親子で楽しく体を使った遊びをします。
【今月の活動】親子体操、子育てが楽になるモンテッソーリ教育                                                                                                                     
【持ち物】水分補給の為、水またはお茶をご持参ください。  

おやこ運動遊び教室
※事前予約必要

5月20日（金）
午前10時集合
10時15分～11時30分
申込期限5月13日（金）

1歳～3歳までの
お子さんと保護者

図書館のスタッフがきて楽しいお話をします。出前おはなし会 5月18日（水）
午前11時45分～正午

就学前のお子さん
と保護者
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〈子育て支援課　母子保健グループ　☎ 62-0055　FAX62-3232〉

子
育
て
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日
の
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ら
せ
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方
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日
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①
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乳
幼
児
健
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査

対　象行　事 日　時 場　所 内容（持ち物）
3～4か月児 令和4年1月11日

～2月10日生まれ
母子手帳、問診票、子どもノート、大きめ
のバスタオル

5月17日（火）
個別に案内 三春町保健センター

9～10か月児 母子手帳、問診票、大きめのバスタオル令和3年7月1日
～7月31日生まれ

5月25日（水）
個別に案内 町立三春病院

1歳6か月児
母子手帳、問診票、大きめのバスタオル、
タオル、歯ブラシ、仕上げ磨き用歯ブラシ、
コップ

令和2年9月21日
～10月18日生まれ

5月19日（木）
個別に案内 三春町保健センター

3歳6か月児
母子手帳、問診票、尿、大きめのバス
タオル、タオル、歯ブラシ、仕上げ磨き
用歯ブラシ、コップ

平成30年11月6日
～12月10日生まれ

5月18日（水）
個別に案内 三春町保健センター
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保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付

が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料

免
除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予
制
度

（
50
歳
未
満
）」
が
あ
り
ま
す
の
で
、

住
民
登
録
を
し
て
い
る
町
役
場
の

国
民
年
金
担
当
窓
口
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
窓
口

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

▼
問

　

郡
山
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４
‐
９
３
２
‐
３
４
３
４

　

住
民
課　

住
民
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
８
１
２
６

毎
年
５
月
５
日
か
ら
１
週
間
は

「
児
童
福
祉
週
間
」
で
す

令
和
４
年
度
標
語

　
『
見
つ
け
た
よ

　
　
広
が
る
未
来
と
つ
か
む
夢
』

　

子
ど
も
や
家
庭
、
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
に
つ
い
て
国
民
全
体

で
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年

５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」
か

ら
１
週
間
を
「
児
童
福
祉
週
間
」

と
定
め
、
児
童
福
祉
の
理
念
の
普

及
・
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
的
に
児
童
に
対
す

る
虐
待
や
傷
害
事
件
が
後
を
た
た

な
い
な
ど
、
深
刻
な
状
況
が
続
い

て
お
り
、
児
童
虐
待
問
題
は
社
会

全
体
で
解
決
す
べ
き
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

虐
待
か
も
、
と
思
っ
た
ら
す
ぐ

に
お
電
話
を
く
だ
さ
い
。
あ
な
た

の
連
絡
・
相
談
が
子
ど
も
を
守
る

と
と
も
に
、
子
育
て
に
悩
む
保
護

者
を
支
援
す
る
た
め
の
大
き
な
第

一
歩
と
な
り
ま
す
。

　

連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可

能
で
す
。
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に

関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
「
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
」
ま

た
は
「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ

る
子
ど
も
」
を
発
見
し
た
際
に
は
、

左
記
の
電
話
番
号
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
・
相
談

 
・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダイ
ヤ
ル

　
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

 ・
子
育
て
支
援
課　
母
子
保
健
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
０
０
５
５

年　
金
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広報みはる
令和４年５月号

子
ど
も
・
親
子

年　

金

〈
経
年
車
重
課
〉

　

初
度
検
査
か
ら
13
年
を
経
過
し

た
車
両
に
つ
い
て
、
標
準
税
率
の

概
ね
20
％
を
重
課
す
る
。

※
令
和
４
年
度
の
重
課
対
象

　

平
成
21
年
３
月
31
日
以
前
に
初

　

度
検
査
を
し
た
車
両

〈
グ
リ
ー
ン
化
特
例
〉

　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

４
年
３
月
31
日
ま
で
に
初
度
検
査

を
受
け
た
車
両
で
、
一
定
の
環
境

性
能
を
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
、

取
得
の
翌
年
度
分
に
限
り
、
税
率

を
軽
課
す
る
。

▼
問

　

税
務
会
計
課　

課
税
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
８
１
２
７

　

℻
62
‐
５
１
５
５

令
和
４
年
度
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

　

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、

当
該
年
度
の
４
月
１
日
現
在
で
登

録
し
て
い
る
車
両
に
課
税
さ
れ
ま

す
。

○
納
期
限

　

５
月
31
日
（
火
）
ま
で

○
税
額

税　
金

自
動
車
税
種
別
割
は

５
月
31
日
（
火
）
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う

　

自
動
車
税
種
別
割
は
毎
年
４
月

１
日
（
午
前
０
時
）
現
在
で
運
輸

支
局
の
登
録
名
義
人
で
あ
る
所
有

者
（
割
賦
販
売
に
よ
る
購
入
の
場

合
は
使
用
者
）
が
納
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

納
期
内
で
あ
れ
ば
、
全
国
の
主

な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ア
プ
リ
に

よ
る
納
付
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
、

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
等
）、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
も
可
能
で
す
。

　

納
税
通
知
書
は
５
月
上
旬
に
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
転
居
等
に
よ

り
届
か
な
い
場
合
は
次
の
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
自
動
車
税
種
別
割
の
減
免
制
度

　
に
つ
い
て

　

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
障
が

い
の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用
さ
れ

る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
納
税
義

務
者
の
申
請
に
よ
り
自
動
車
税
種

別
割
が
減
免
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
４
月
１
日
か
ら
５
月

31
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
請

　

福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
県
税

　

部
課
税
第
二
課

　
（
郡
山
市
麓
山
１
丁
目
１
番
１
号
）

　

☎
０
２
４
‐
９
３
５
‐
１
２
６
１

4,600円
12,900円
6,000円
8,200円
4,500円

3,100円
7,200円
4,000円
5,500円
3,000円

3,900円
10,800 円
5,000円
6,900円
3,800円

1,000円
2,700円
1,300円
1,800円
1,000円

2,000円
対象外
対象外
3,500円
対象外

3,000円
対象外
対象外
5,200円
対象外貨物（営業用）

乗用（営業用）
貨物（自家用）
乗用（自家用）
三 輪

区 分

四 
輪

平成27年 3月 31日
以前に初度検査した
軽自動車

平成27年 4月 1日以降
に初度検査した軽自動車

経年車重課
（初度検査から
13 年超の経年
車に係る税率）

左記（経
年車）以
外のもの

標準税率
グリーン化特例（軽課税率）
（取得の翌年度分に限る。）
①75％軽減 ②50％軽減③25％軽減

▼軽四輪車などの税額表

令
和
４
年
度
固
定
資
産
税

【
土
地・家
屋
価
格
等
帳
簿
の
縦
覧
】

　

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ご
自
分
の
所
有
す
る
土
地
・
家
屋

の
価
格
（
評
価
額
）
な
ど
に
つ
い

て
確
認
で
き
ま
す
。

○
縦
覧
期
間

　

５
月
31
日
（
火
）
ま
で

　

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を

　
　

除
き
ま
す
。

○
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
水
曜
日
は
午
前
８
時
30
分
〜

　

  

午
後
７
時
）

○
場
所

　

役
場
１
階　

税
務
会
計
課

　

窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー

○
縦
覧
で
き
る
方

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
お
よ
び

　

納
税
者
の
委
任
状
を
持
参
し
た

　

方
（
縦
覧
す
る
方
は
、
マ
イ
ナ

　

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証

　

な
ど
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も

　

の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）。

○
縦
覧
で
き
る
事
項

 

・
土
地　
所
在
、
地
番
、
地
目
、

　
　
　
　

地
積
、
価
格
（
評
価
額
）

 

・
家
屋　
所
在
、家
屋
番
号
、種
類
、

　
　
　
　

構
造
、床
面
積
、建
築
年
、

　
　
　
　

価
格
（
評
価
額
）

※
受
付
で
縦
覧
し
た
い
土
地
ま
た

　

は
家
屋
の
所
在
地
を
申
し
出
て

　

く
だ
さ
い
。
シ
ス
テ
ム
か
ら
出

　

力
し
た
該
当
す
る
土
地
・
家
屋

　

価
格
等
帳
簿
を
縦
覧
し
て
い
た

　

だ
き
ま
す
。
出
力
し
た
帳
票
は

　

返
却
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
令
和
４
年
度
固
定
資
産
税
の
主

な
改
正
点
】

○
土
地
に
係
る
固
定
資

　
産
税
の
負
担
調
整

　

土
地
の
負
担
調
整
措
置

（
※
）に
つ
い
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
な
ど
に
よ
る
景
気
低
迷
に

配
慮
し
、令
和
４
年
度
限
り
の
特
別

措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、令
和
３
年
度
限
り
の
特
例

措
置
に
お
い
て
、前
年
度
の
課
税
標

準
額
に
据
え
置
か
れ
た
土
地
（
右
記

の
令
和
４
年
度
の
特
例
措
置
対
象

外
の
も
の
）に
つ
い
て
は
、
特
例
措
置

が
終
了
し
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
負

担
調
整
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

※
負
担
調
整
措
置
は
、
土
地
に
係

　

る
固
定
資
産
税
評
価
額
が
急

　

激
に
上
昇
し
た
場
合
で
も
、
税

　

額
の
上
昇
が
緩
や
か
な
も
の
に

　

な
る
よ
う
、
課
税
標
準
額
を

　

徐
々
に
本
来
の
額
に
近
づ
け
て

　

い
く
も
の
で
す
。

○
審
査
申
出
の
特
例

　

価
格
が
上
昇
し
た
土
地
で
あ
っ
て

も
税
額
を
据
え
置
く
特
別
な
措
置

が
令
和
３
年
度
に
講
じ
ら
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
適
用
対
象
と
な
っ
た
土
地

に
係
る
令
和
３
年
度
の
価
格
に
つ
い

て
、
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
３
年
度
の
納
税
通
知
書
の
交
付
を

受
け
た
日
後
15
か
月
を
経
過
す
る

日
ま
で
（
令
和
３
年
度
分
以
外
は

３
か
月
）
の
間
に
お
い
て
も
審
査
申

出
が
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問

　

税
務
会
計
課　

課
税
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
８
１
２
７

　

℻
62
‐
５
１
５
５

ミニカー

2,000円
2,000円
2,400円
3,600円
3,600円
6,000円
2,400円
5,900円
3,700円

一種（50cc以下）
二種（90cc以下）
二種（125cc以下）
二輪
ボートトレーラー

農耕用
その他

二輪の小型自動車

▼二輪車などの税額表

原付

小型特殊

軽自動車

区　分 税率（年税額）

税　

金
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広報みはる
令和４年５月号

広報みはる
令和４年５月号

　
　

謄
本
を
添
付
す
る
こ
と
が
で

　
　

き
な
い
場
合
な
ど
、
こ
の
制

　
　

度
を
利
用
で
き
な
い
こ
と
が

　
　

あ
り
ま
す
。

▼
問

　

福
島
地
方
法
務
局　

郡
山
支
局

　
（
郡
山
市
希
望
ヶ
丘
）

　

☎
０
２
４
‐
９
６
２
‐
４
５
０
５

　

福
島
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
２
４
‐
５
３
４
‐
７
５
０
２

『
こ
ど
も
食
堂
』
を
開
催
し
ま
す

　

カ
フ
ェ
ー
・
ブ
リ
キ
イ
ヌ
で
は
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
応

援
す
る
場
と
し
て
、
毎
月
こ
ど
も

食
堂
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

・
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
た
い

・
楽
し
く
ご
飯
が
食
べ
た
い

・
夕
飯
の
時
間
が
遅
い

と
い
っ
た
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

○
開
催
日
時

　

５
月
10
日（
火
）・
５
月
24
日（
火
）

　

各
日

　

・
午
後
４
時
〜
５
時

　

・
午
後
５
時
〜
６
時

○
対
象

　

町
内
に
住
む
小
中
学
生
と
そ
の

　

保
護
者

○
場
所

　

カ
フ
ェ
ー
・
ブ
リ
キ
イ
ヌ

　
（
中
町
４　

二
ノ
蔵
）

○
申
込
方
法

　

前
日
ま
で
に
電
話
予
約

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　

状
況
に
よ
り
、
日
程
や
テ
ク
ア
ウ

　

ト
に
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
・
予
約

　

カ
フ
ェ
ー
・
ブ
リ
キ
イ
ヌ

　

☎
61
‐
６
７
５
７

○
申
請
方
法

　

令
和
４
年
度
の
申
請
を
さ
れ
る

　

方
は
、10
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
、

　

次
の
必
要
書
類
を
用
意
し
、
役

　

場
２
階
企
画
政
策
課
ま
で
ご
提

　

出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
様
式
は

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取

　

得
で
き
ま
す
。

　

・
助
成
金
交
付
申
請
書

　

・
住
民
票
の
写
し
（
※
同
意
書

　
　

を
提
出
し
た
方
は
除
き
ま
す
）

　

・
奨
学
金
の
１
年
間
の
返
還
金

　
　

相
当
額
が
わ
か
る
書
類

　

・
誓
約
書
兼
同
意
書

▼
問

　

企
画
政
策
課　

企
画
政
策
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
１
１
２
２

「
多
重
債
務
者
相
談
窓
口
」の
ご
案
内

　

財
務
省
東
北
財
務
局
福
島
財
務

事
務
所
で
は
、
借
金
を
抱
え
お
悩

み
の
方
々
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
借
金
問
題
は
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
で
解
決
で
き
ま
す
。
秘
密

厳
守
、
相
談
無
料
で
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
受
付
時
間

　

平
日

　

・
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

　

・
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

▼
問

　

財
務
省
東
北
財
務
局

　

福
島
財
務
事
務
所　

理
財
課

　

☎
０
２
４
‐
５
３
３
‐
０
０
６
４

　
（
多
重
債
務
者
相
談
窓
口
専
用
）

「
出
前
講
座
」
の
ご
案
内

　

財
務
省
東
北
財
務
局
福
島
財
務

事
務
所
で
は
、
小
学
生
か
ら
高
齢

者
の
皆
さ
ん
に
向
け
、
金
融
や
国

令
和
４
年
度
奨
学
金
返
還

支
援
事
業

　

町
で
は
、
将
来
を
担

う
若
者
の
定
住
促
進
を
目
的
と
し

て
、
町
に
定
住
し
て
就
業
す
る
方

の
奨
学
金
返
還
を
支
援
し
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
条
件

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

　

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

・
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
、そ

　
　

の
返
還
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

　

・
奨
学
金
の
返
還
に
際
し
、
他

　
　

か
ら
の
助
成
を
受
け
て
い
な

　
　

い
こ
と
。

　

・
町
内
に
住
民
登
録
を
し
、継
続

　
　

し
て
町
内
に
定
住
す
る
こ
と
。

　

・
正
規
雇
用
に
よ
り
就
業
し
、継

　
　

続
し
て
勤
務
し
て
い
る
こ
と
。

　
　
（
た
だ
し
、公
務
員
を
除
く
。）

　

・
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

○
助
成
金
の
対
象
期
間
お
よ
び
助
成
額

　

・
助
成
金
の
対
象
期
間
は
、
町

　
　

内
に
住
民
登
録
を
行
っ
た
日

　
　

以
降
の
奨
学
金
を
返
還
す
る

　
　

期
間
で
、
最
長
96
月
分
を
対

　
　

象
と
し
ま
す
。

　

・
助
成
金
の
交
付
は
、
年
度
ご

　
　

と
に
行
い
ま
す
。
申
請
が

　
　

あ
っ
た
年
度
内
に
返
還
し
た

　
　

奨
学
金
の
額
〔
※
最
大
18
万

　
　

円
（
交
付
額
の
う
ち
15
㌫

　
　

は
、
協
同
組
合
み
は
る
ス
タ

　
　

ン
プ
会
が
発
行
す
る
商
品
券
）〕

　
　

を
助
成
し
ま
す
。

　

※
た
だ
し
、
予
算
額
を
超
え
る

　
　

申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
助

　
　

成
額
が
変
更
と
な
る
場
合
が

　
　

あ
り
ま
す
。

暮
ら
し

の
財
政
な
ど
を
テ
ー
マ
に
出
前
講

座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
費
用
は
一

切
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

財
務
省
東
北
財
務
局

　

福
島
財
務
事
務
所 

総
務
課

　

☎
０
２
４
‐
５
３
５
‐
０
３
０
１

第
25
回
三
春
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大

会
中
止

　

例
年
開
催
し
て
い
た
三
春
オ
ー

プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
本
年
の

開
催
を
中
止
し
ま
す
。

　

本
大
会
へ
の
参
加
を
予
定
し
て

い
た
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問

　

東
邦
銀
行
三
春
支
店

　

☎
62
‐
２
１
４
１

消
費
生
活
無
料
法
律
相
談

　

県
で
は
多
重
債
務
問
題
や
契
約

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
様
々
な
消
費
生
活

相
談
に
対
応
す
る
た
め
、法
律
の
専

門
家
に
よ
る
相
談
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

県
中
地
方
振
興
局
で
の
無
料
法
律
相
談

○
相
談
日

　

５
月
10
日
（
火
）（
弁
護
士
）

○
相
談
時
間

　

午
後
１
時
〜
５
時

　
（
一
人
あ
た
り
30
分
）

○
相
談
方
法　
電
話
相
談

○
会
場　
郡
山
合
同
庁
舎
南
分
庁
舎

　

２
階
第
４
会
議
室

　
（
郡
山
市
麓
山
１
‐
１
‐
１
）

○
予
約
先

　

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
問

　

県
中
地
方
振
興
局

　

☎
０
２
４
‐
９
３
５
‐
１
２
９
５

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度

Ｑ　
法
務
局
で
相
続
人

　

の
証
明
を
し
て
く
れ

　

る
制
度
（「
法
定
相

　

続
情
報
証
明
制
度
」）
が
あ
る
と

　

聞
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な

　

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ　
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
に

　

よ
っ
て
交
付
す
る
「
法
定
相
続

　

情
報
一
覧
図
の
写
し
」（
証
明
書
）

　

は
、
被
相
続
人
名
義
の
預
貯
金

　

等
の
払
戻
し
や
相
続
税
の
申
告
、

　

相
続
登
記
な
ど
の
各
種
相
続
手

　

続
に
お
い
て
、
戸
籍
謄
本
の
束

　

の
代
わ
り
と
し
て
利
用
す
る
こ

　

と
が
で
き
ま
す
。

　
　

こ
の「
法
定
相
続
情
報
一
覧
図

　

の
写
し
」は
、相
続
手
続
に
必
要
な

　

範
囲
で
、複
数
通
、無
料
で
交
付

　

し
ま
す
の
で
、特
に
相
続
手
続
が

　

い
く
つ
も
あ
る
場
合
に
は
、手
続

　

が
同
時
に
進
め
ら
れ
る
た
め
、時

　

間
短
縮
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
　

制
度
の
利
用
方
法
な
ど
詳
し

　

く
は
、
法
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の

　

法
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

※
各
種
相
続
手
続
で
必
要
と
な

　
　

る
書
類
は
各
機
関
に
よ
り
異

　
　

な
り
ま
す
の
で
、
必
要
と
な

　
　

る
書
類
は
提
出
先
の
各
機
関

　
　

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
ま

　
　

た
、
被
相
続
人
や
相
続
人
が

　
　

日
本
国
籍
を
有
せ
ず
戸
除
籍
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暮
ら
し

三春の里ベクレルセンター（令和 4年 1月 4日から 3月 31日までの測定結果）
○三春の里ベクレルセンターは、公的認証機関ではないため、簡易検査として実施しています。
　測定結果は、あくまでも参考であり、これを出荷および摂取制限等の根拠とするものではありません。
○測定結果は町で記録・公表するほか、放射線対策のため国・県に提供します。
○これらの検体は、個人が自家用に使用するためのものであり、産地も必ずしも三春町であるとは限りません。
　農家が生産し出荷している農産物は、県のモニタリング調査で管理されており、基準値を超えるものが流通・販
　売されることはありません。

一般食品の基準値 :100 ベクレル /kg（平成 24年 4月 1日から）

※検出限界値 20ベクレル /kg 未満
○食品中の放射性物質の傾向
　・山菜やきのこを除いて、ほとんどのものが 20ベクレル /kg（検出限界値）未満です。
　・きのこ類では、野生きのこが基準値を超えていることが多いです。
　・一般食品の基準値は 100 ベクレル /kg です。基準値を超えるものは摂食を控えた方が良いでしょう。

▼問　住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147

食品等の放射性物質（セシウム）検査結果をお知らせします

区　分 例　示

合　　計

最大値
（ベクレル/kg）

検体数（件）
総検体数
56
7
0
0
0
1
7
16
87

56
7
0
0
0
1
7
16
87

0
0
0
0
0
0
0
0
0

※
※
※
※
※
※
※

91（猪肉）

100ベクレル以下のもの 100ベクレルを超えたもの
野　菜
豆　類
山　菜

きのこ
穀　類
果　実
加工食品
その他

大根、白菜、里芋、小松菜、カボチャ、キャベツ、
ネギ、ブロッコリー、ホウレンソウ等…

サクラシメジ、ヒラタケ、シイタケ、ホウキタケ、コウ
タケ、マツタケ、シロシメジ、チャシメジ、ナメコ等…

枝豆、ささぎ豆、黒豆、大豆、小豆等…

玄米、白米、小麦粉等…
キウイフルーツ、りんご、柿等…
干柿、梅干等…
猪肉等…

フキノトウ等…

運動中の怪我等に注意しよう
　暖かくなり運動する機会が増えることで、運動中の怪我等によって救急

搬送されるケースが多くなってきます。

　運動中の怪我等を予防するためには、運動前の体調確認とともに、服装

や運動環境の点検が重要です。

　救急につながる怪我等は、いつも以上に無理をしたり、ちょっとした不

注意から起きています。

　軽い運動の場合でもこまめな水分補給を徹底するほか、疲労の蓄積による体調の変化には十分に気を配り

ましょう。

▼問　郡山消防本部消防課　☎ 024-933-1904

電気火災に注意しよう
　電気は日常生活で必要不可欠なものですが、使用方法を誤ったり使用環境

によっては火災が発生することもあります。次の点をチェックしましょう。

○コンセントやプラグにほこりがたまらないように、こまめに掃除しよう
○家具等でコードを踏みつけないようにしよう
○コードは束ねず使用しよう
○テーブルタップを使用するときは、消費電力の許容量を確認しよう

▼問　郡山消防本部予防課　☎ 024 - 923 - 8172
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としょかんにいってみよう！～図書館利用案内～
　三春町民図書館には約10万冊の蔵書があります。小説などの読み物はもちろん、新聞・雑誌、趣味や料理 ･
育児の本、困ったときのお助け本や子どもの本など、生活に役立つ資料を幅広くそろえて、みなさんのご利用
をお待ちしています。お気軽に、職員にお声がけください。
○場所　三春町字大町 12‐１（三春郵便局隣）
○開館日時　・火曜日～金曜日　午前 10時～午後７時
　　　　　　・土曜日、日曜日　午前 10時～午後６時
○貸出点数／貸出期間
　・本・紙芝居・雑誌　５冊まで　２週間
　・DVD・CD・ビデオ　２本まで　２週間
○初めての方は、まず図書館利用カードを作ります
　当館カウンターに備え付けの「利用カード申込書」に必要事項を記入し、
　提出してください。
　その際、免許証や保険証などで本人確認をさせていただきます。
　※近隣の市町村に在住の方も利用できます。詳しくは図書館職員までお問
　　い合わせください。
○館内の飲食について
　ペットボトルや水筒など、蓋のある容器に入れた飲み物については、図書館内の指定の場所で飲むことがで
　きます。
○インターネットや携帯端末からも蔵書の検索ができます。

　
新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
他
の
新
着
本
の
リ
ス
ト

は
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
館
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

今月のおすすめ本

『ブロロン　どろろん』
高畠　那生／著　小学館

『ふくしまのおかず』
服部　一景／編著　河出書房新社

「ブロローン！」車が走ってき
て、道にはペンキがこぼれてい
ます。とおり過ぎたら「バシャ！
どろろん」。歩いていた人や動
物が、たいへん！でも見てごら
ん、壁に残ったペンキのあと
が、ふしぎな形になったよ。

おばあちゃんのころから身近
にあった、何気ないおかず。各
地の特産品と、「ああこんな名
前だったねえ」という料理が、
色鮮やかな写真とともに紹介
されています。「いかにんじん」
も載ってます。

イ
ク
サ
ガ
ミ 

天
（
今
村
翔
吾
）
／
紙
鑑
定
士
の
事
件
フ
ァ
イ
ル　
偽
り
の
刃
の
断
罪

（
歌
田
年
）
／
稔
と
仔
犬
・
青
い
お
城　
初
期
童
話
（
遠
藤
周
作
）
／
あ
ず
か
り
や

さ
ん 

満
天
の
星
（
大
山
淳
子
）
／
余
命
10
年
（
小
坂
流
加
）
／
漆
花
ひ
と
つ
（
澤

田
瞳
子
）
／
願
い
の
始
ま
り　
神
神
化
身
（
斜
線
堂
有
紀
）
／
趙
雲
伝
（
塚
本
靑

史
）／
レ
ジ
ェ
ン
ド
ア
ニ
メ
！（
辻
村
深
月
）／
桜
風
堂
夢
も
の
が
た
り（
村
山
早
紀
）

／
高
望
の
大
刀
（
夜
弦
雅
也
）
／
そ
の
日
ま
で
（
瀬
戸
内
寂
聴
）
／
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト

を
と
り
返
せ 

ロ
ン
ド
ン
警
視
庁
美
術
骨
董
捜
査
班
（
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ア
ー
チ
ャ
ー　

戸
田
裕
之
訳
）
／
ア
ー
チ
ー
若
気
の
至
り
（
Ｐ
．
Ｇ
．
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス　
森
村
た
ま

き
訳
）
／
フ
ォ
ン
タ
ー
ネ
山
小
屋
の
生
活
（
パ
オ
ロ
・コ
ニ
ェ
ッ
ティ　
関
口
英
子
訳
）

『ブロロン　どろろん 『ふくしくしまのまのおかおかず』
読
み
物
・
文
芸

※新着コーナーには 5月 6日（金）に並びます。
▼問　町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026

HP

HP

　当館カウンターに備え付けの「利用カード申込書」に必要事項を記入し、
図書館の外観

図書館「東日本大震災・原発事故
関連コーナー」を開設しました！

　今年３月に、役場庁舎２階「桜ホール」内で大震災関連の展示が開催された
ことを機に、図書館内に「東日本大震災・原発事故関連コーナー」を開設しました。
　あの大災害から11年、今だからこそ、忘れないために…。

▼問　生涯学習課　町民図書館　☎ 62-3375
大震災・原発事故関連コーナー

見　本
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暮
ら
し

住
居
に
関
す
る
補
助
金
等
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
や
町

外
か
ら
移
住
さ
れ
る
方
が
三
春

町
に
長
く
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
住
居
に
関
す
る
補
助
金
の
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　
三
春
町
空
き
家
改
修
等
お
よ　

　
び
空
き
家
除
却
事
業
補
助
金

○
対
象
者

 

・
町
内
の
空
き
家
を
改

　

修
し
、
改
修
し
た
住
宅
に
５
年

　

以
上
居
住
す
る
方

 

・
町
内
の
空
き
家
を
除
却
後
に
住

　

宅
を
新
築
し
、
新
築
し
た
住
宅

　

に
５
年
以
上
居
住
す
る
方

○
対
象
と
な
る
工
事
等
お
よ
び
補

　
助
金
の
額

　
⑴
空
き
家
を
改
修
す
る
工
事

　
　

対
象
費
用
の
２
分
の
１
の
額

　
　

以
内
（
上
限
は
１
５
０
万
円
）

　

⑵
空
き
家
の
改
修
に
併
せ
て
実

　
　

施
す
る
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

　
　

グ
お
よ
び
残
置
物
処
分

　
　

対
象
費
用
の
２
分
の
１
の
額

　
　

以
内
（
上
限
は
20
万
円
）

　

⑶
空
き
家
を
除
却
す
る
工
事

　
　
（
除
却
後
の
住
宅
新
築
が
条

　
　

件
と
な
り
ま
す
）

　
　

対
象
費
用
の
２
分
の
１
の
額

　
　

以
内
ま
た
は
町
の
補
助
基
本

　
　

額
に
空
き
家
の
床
面
積
を
乗

　
　

じ
て
得
た
額
の
い
ず
れ
か
少
な

　
　

い
方
（
上
限
は
１
０
０
万
円
）

○
主
な
要
件

　

⑴
町
内
の
事
業
者
が
改
修
工
事
ま

　
　

た
は
除
却
工
事
を
行
う
こ
と
。

　

⑵
町
内
の
方
は
、自
己
所
有
の
住

　
　

宅
に
居
住
し
て
い
な
い
こ
と
。

　

⑶
定
住
、
移
住
に
つ
な
が
る
事

　
　

業
で
あ
る
こ
と
。

　

⑷
市
町
村
民
税
等
の
滞
納
が
な

　
　

い
こ
と
。

　

⑸
令
和
５
年
３
月
末
ま
で
に
事

　
　

業
が
完
了
す
る
も
の
で
あ
る

　
　

こ
と
。

○
申
込
期
限

　

12
月
28
日
（
水
）
ま
で

○
申
請
方
法

　

実
施
計
画
書
に
必
要
書
類
を
添

　

付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い

　
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。
郵
送

　

で
の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

 

三
春
町
賃
貸
住
宅
建
設

 

促
進
事
業
奨
励
金　

○
対
象
者

　

町
内
に
土
地
を
有
し
、
賃
貸
住

　

宅
を
建
設
す
る
方

○
奨
励
金
の
額

 

・
間
取
り
に
応
じ
た
奨
励
金

　

⑴
１
戸
当
た
り
居
間
が
１
部
屋

　
　
（
１
Ｋ
等
）
の
場
合

　
　

20
万
円
／
戸
×
戸
数

　

⑵
１
戸
当
た
り
居
間
が
２
部
屋

　
　
（
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
等
）
の
場
合

　
　

20
万
円
／
戸
×
戸
数

　

⑶
１
戸
当
た
り
居
間
が
３
部
屋

　
　

以
上（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
等
）の
場
合

　
　

30
万
円
／
戸
×
戸
数

 

・
固
定
資
産
税
相
当
額
の
奨
励
金

　

右
記
の
補
助
を
受
け
た
賃
貸
住
宅

　

に
対
す
る
固
定
資
産
税
相
当
額
を

　

最
初
の
課
税
年
度
か
ら
10
年
間
、

　

奨
励
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

○
主
な
要
件

　

⑴
市
町
村
民
税
等
の
滞
納
が
な

　
　

い
こ
と
。

　

⑵
令
和
５
年
２
月
末
ま
で
に
事

　
　

業
が
完
了
す
る
こ
と
。

○
申
込
期
限

　

９
月
30
日
（
金
）
ま
で

○
申
請
方
法

　

実
施
計
画
書
に
必
要
書
類
を
添

　

付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い

　
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。
郵
送
で

　

の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

 

三
春
町
定
住
促
進
住
宅

 

取
得
奨
励
金　

○
対
象
者

　

町
内
外
に
お
住
ま
い
の
方
で
、

　

町
内
の
建
築
業
者
を
利
用
し

　

て
、
自
己
所
有
の
住
宅
を
新
築

　

し
た
方

○
奨
励
金
の
額
お
よ
び
内
容

 

・
基
本
額

　

20
万
円
（
う
ち
３
万
円
分
は
商

　

品
券
に
よ
り
交
付
）

 

・
加
算
額

　

18
才
以
下
の
子
ど
も
１
人
に
つ
き

　

10
万
円

　

町
外
か
ら
の
移
住
者
10
万
円

　

た
だ
し
基
本
額
と
加
算
額
の
合

　

計
の
限
度
額
は
40
万
円

　

そ
の
他
、
福
島
県
の
「
来
て
ふ

　

く
し
ま
住
宅
取
得
支
援
事
業
」

　

に
該
当
す
る
場
合
は
、
最
大

　

57
万
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

○
主
な
要
件

　

⑴
新
築
し
た
住
宅
（
増
築
、
修

　
　

繕
は
不
可
）
で
あ
る
こ
と
。

　

⑵
建
築
基
準
法
の
規
定
に
よ
る

　
　

検
査
済
証
の
発
行
日
が
、
申

　
　

請
日
の
過
去
６
か
月
以
内
で

　
　

あ
る
こ
と
。

　

⑶
自
己
の
居
住
の
用
に
供
し
、

　
　

延
べ
床
面
積
が
55　

以
上
の

　
　

住
宅
で
あ
る
こ
と
。

　

⑷
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
の

　
　

請
負
工
事
代
金
が
５
０
０
万

　
　

円
以
上
の
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

　

⑸
事
業
完
了
後
、
５
年
以
上
交

　
　

付
対
象
住
宅
に
居
住
す
る
こ

　
　

と
。（
住
民
票
の
提
出
要
）

　

⑹
市
町
村
民
税
等
の
滞
納
が
な

　
　

い
こ
と
。

○
申
込
期
限

　

令
和
５
年
３
月
31
日（
金
）ま
で

○
申
請
方
法

　

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し

　

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
町

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。
郵
送
で
の

　

受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

住
宅
金
融
支
援
機
構
の

「【
フ
ラ
ッ
ト
35
】
地
域

連
携
型
」
が
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す

　

町
で
は
、独
立
行
政
法
人
住
宅
金

融
支
援
機
構
と
協
定
を
結
び
、「
空

き
家
改
修
等
お
よ
び
空
き
家
除
却

事
業
」「
定
住
促
進
住
宅
取
得
奨
励

金
」に
加
え
、住
宅
金
融
支
援
機
構
の

「【
フ
ラ
ッ
ト
35
】地
域
連
携
型
」が

利
用
で
き
、住
宅
ロ
ー
ン
の
金
利
が

０
・
25
㌫
優
遇
さ
れ
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

建
設
課　

建
築
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
１
３

「
つ
ど
い
の
広
場
」
〜
同
じ
悩
み

を
語
り
合
い
、
互
い
に
支
え
合
う

場
〜　

開
催
の
お
知
ら
せ

○
日
時

　

５
月
27
日
（
金
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

○
場
所

　

福
島
県
福
祉
事
業
協
会　

田
村

　

地
方
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

田
村
市
船
引
町
北
鹿
又
字
沼
ノ

　

下
１
２
１
‐
１
９
０

　

※
４
月
１
日
か
ら
事
務
所
が
移

　
　

転
し
ま
し
た
。

○
対
象
者

　

田
村
市
・
三
春
町
・
小
野
町
在
住
で
あ

　

れ
ば
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

○
参
加
費　
無
料

▼
問
・
申
込

　

田
村
地
方
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
61
‐
５
０
５
６

　「障害者虐待防止法」は、平成24 年10 月に施行された
法律です。
　障がい者の自立および社会参加にとって虐待を防止するこ
とが極めて重要であること等に鑑み、虐待の防止、早期発見、
虐待を受けた障がい者に対する保護や自立の支援、養護者に
対する支援等を行うことにより障がい者の権利利益の擁護に
資することを目的とします。
※虐待行為：身体的虐待、性的虐待、心理的虐待、ネグレクト
　（放棄・放任）、経済的虐待以上の行為が虐待にあたります。
▼問　田村地方基幹相談支援センター　☎ 61-5056

基幹 's コラム 「障害者虐待防止法」について
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河野広中の生涯５　自由民権運動の高まり
　明治11年（1878）の福島県会発足後、県を辞した30歳の河野広中は、県内で岩磐二州会、仙台では東北有
志会を立ち上げ、各地に芽吹き始めた自由民権運動の結集を図ります。しかし、翌年（1879）2月、三春の戸長に
推挙されたため、5月に辞職するまでは三春で地方自治を進めました。
　戸長辞職後、再度東北有志会を開くと、10月に甥の広躰を連れて高知へ行きます。そこで板垣退助や片岡健吉、
植木枝盛らと面談すると、広躰を立志社に留学させ、大阪での第3回愛国社大会に参加しました。そこで、広中は
愛国社の東京支社を興し、その常備委員に選ばれました。そして、12月に福島に帰ると石川、三春で報告演説会
を開きました。
　同13 年（1880）には、東日本各地へ遊説員を派遣して自由民権運動を広め、さらにそれらをまとめる東北連合
会を仙台で開催しました。こうした活動を経て、3月から大阪で開催された第 4回愛国社大会は、国会期成同盟に
改められました。そして、河野と片岡健吉が2府 22県の総代 96 名を代表して、「国会ヲ開設スル允可ヲ上願スル
書」を太政官に提出しますが受理されず、元老院に提出しますが、これも却下されました。秋になると、国会期成
同盟の第2回大会が東京で開催されます。広中は愛国社の東京支社を主な活動の場とし、全国の同志のみならず、
政府からも自由民権を代表する人物として知られるようになります。
　同14 年（1881）2月改選の福島県会議員の選挙で当選した広中は、県会の前に東北有志会を仙台で開催し、
東北七州自由党盟約を決議します。そして、4月に山吉盛典県令の元で開かれた県会で、広中は議長に選ばれました。
県会では、地方選挙に関する建議を可決して内務卿へ送るとともに、県令提出の予算や決算に異議を唱え、県会と
県令の対立が始まりました。
　この頃、三春に政治教育の学校・正道館が創立され、主に翻訳書
により政治・法律・経済等を教授するとともに、活版印刷所を設けて
『三陽雑誌』という政治雑誌を刊行しました。さらに『福島自由新聞』
を創刊し、土佐から植木枝盛を招聘して指導を受けました。
　そして、北海道開拓使官有物払い下げ事件で政府がぐらついたの
を契機に、国会開設の勅諭が10月に発せられます。すると広中は、
東京で板垣を総理とする自由党の創設に参画し、12月には自由党福
島部も立ち上げました。このほか、大隈重信を総理とする立憲改進党、
福地源一郎ら政府よりの勢力による立憲帝政党などが設立され、明
治23年の国会開設にむけて各勢力が始動しました。 三春で出版された『三陽雑誌』

「
大
切
な
水
と
一
緒
に
暮
ら
す
日
々
」

《
６
月
１
日
〜
７
日
は
水
道
週
間

で
す
》

　

私
た
ち
が
毎
日
使
っ
て
い
る
水

道
は
、
日
々
の
生
活
に
欠
く
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

町
の
水
道
事
業
で
は
、
安
全
で

お
い
し
い
水
を
皆
さ
ん
の
家
庭
に

お
届
け
で
き
る
よ
う
日
夜
努
め
て

い
ま
す
。

水
道
料
金
は
大
事
な
財
源

　

水
道
水
を
皆
さ
ん
の
家
庭
の
蛇

口
ま
で
お
届
け
す
る
費
用
は
、
町

の
税
金
で
は
な
く
水
道
料
金
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
を
支
障
な
く
運
営
し

て
い
く
に
は
、
皆
さ
ま
か
ら
の
水

道
料
金
が
主
な
財
源
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

水
道
料
金
の
お
支
払
い

　

水
道
料
金
は
、
使
用
し
て
い
る

お
客
様
に
共
通
し
て
ご
負
担
い

た
だ
く
基
本
料
金
と
、
使
用
水
量

に
応
じ
て
ご
負
担
い
た
だ
く
水
量

料
金
を
合
計
し
て
計
算
し
ま
す
。

　

納
期
限
は
、
現
金
払
い
は
奇
数

月
の
月
末
、
口
座
振
替
の
場
合
は
、

奇
数
月
の
25
日
で
す
。

便
利
な
口
座
振
替
制
度

　

金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
申
し

込
み
を
す
る
と
、
ご
指
定
の
預
金

口
座
か
ら
自
動
的
に
水
道
料
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
。
各
取
扱
金
融
機

関
へ
、
金
融
機
関
届
出
印
鑑
と
通

帳
を
持
参
し
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

【
取
扱
金
融
機
関
】

　

東
邦
銀
行
・
福
島
さ
く
ら
農
協
・

　

大
東
銀
行
・
福
島
銀
行
・
郡
山

　

信
用
金
庫
・
東
北
労
働
金
庫
各

　

本
支
店
、
郵
便
局

期
間
中
、
高
齢
者
世
帯
の
水
道
蛇

口
の
パ
ッ
キ
ン
を
無
料
で
交
換
し

ま
す

　

水
漏
れ
の
心
配
な
方
は
、「
上

下
水
道
料
金
等
の
お
知
ら
せ
」
に

記
載
の
「
使
用
者
番
号
」
を
確
認

の
う
え
、
訪
問
希
望
日
を
電
話
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
対
象

　

高
齢
者
の
世
帯
（
65
歳
以
上
）

で
、
水
が
止
ま
り
に
く
く
な
っ
た

単
水
栓
の
み
（
ハ
ン
ド
ル
式
）
の

水
道
の
蛇
口

（
１
世
帯
２
か
所
以
内
、
レ
バ
ー

式
の
も
の
を
除
く
）

○
期
間

　

６
月
１
日
（
水
）
〜
８
日
（
水
）

　

た
だ
し
、
土
・
日
を
除
く

▼
問

　

企
業
局　

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
５
０
０

結
婚
新
生
活
を
応
援
し
ま
す
！

【
三
春
町
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
】

　

町
で
は
、婚
姻
に
伴
う
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
、町
内
で

結
婚
生
活
を
始
め
る
新
婚
世
帯
に

対
し
、住
居
費
や
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
、

引
越
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

○
申
請
期
間

　

令
和
５
年
３
月
31
日（
金
）ま
で

　

※
予
算
に
達
し
た
時
点
で
申
請

　
　

受
付
を
終
了
し
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
世
帯

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
世

　

帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

 

・
令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
令
和

　

５
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
婚
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暮
ら
し

　

姻
届
を
提
出
し
、受
理
さ
れ
た

　

夫
婦
で
あ
る
こ
と

 
・
婚
姻
日
に
お
け
る
年
齢
が
夫
婦

　

共
に
39
歳
以
下
で
あ
る
こ
と

 

・
直
近
の
所
得
証
明
書
に
基
づ
く

　

夫
婦
の
所
得
を
合
算
し
た
金
額

　

が
４
０
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

 

・
対
象
と
な
る
住
居
が
三
春
町
内

　

に
あ
り
、
申
請
時
に
夫
婦
の
双

　

方
ま
た
は
一
方
の
住
民
票
の
住

　

所
が
当
該
住
宅
の
住
所
と
な
っ

　

て
い
る
こ
と

 

・
他
の
公
的
制
度
に
基
づ
く
家
賃

　

補
助
等
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

 

・
過
去
に
こ
の
制
度
に
基
づ
く
補

　

助
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
こ
と

 

・
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

○
助
成
対
象
と
な
る
経
費

　

令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
令
和

　

５
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
支

　

払
っ
た
次
の
費
用
で
す
。

 

・
結
婚
を
機
に
新
た
に
物
件
を
購

　

入（
※
１
）ま
た
は
賃
借（
※
２
）

　

す
る
際
に
要
し
た
住
居
費

　

※
１　

購
入
に
要
し
た
住
居
費

　
　

は
、建
物
の
購
入
費
の
み
（
土

　
　

地
購
入
代
は
対
象
外
）

　

※
２　

賃
借
に
要
し
た
住
居
費

　
　

は
、
新
居
の
家
賃
、
敷
金
、

　
　

礼
金
、
共
益
費
、
仲
介
手
数

　
　

料
の
み

 

・
結
婚
を
機
に
新
た
な
住
宅
へ
入

　

居
す
る
た
め
の
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用

　
（
外
構
や
家
電
設
置
は
対
象
外
）

 

・
結
婚
を
機
に
新
た
な
住
宅
へ
移
転

　

す
る
た
め
に
要
し
た
引
越
費
用

　
（
引
越
業
者
ま
た
は
運
送
業
者
へ

　

の
支
払
い
に
係
る
実
費
の
み
）

○
助
成
金
額

　

住
居
費
、
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
お

　

よ
び
引
越
費
用
を
合
わ
せ
た
額

　

と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
30
万
円

　

を
上
限
額
と
し
ま
す
。

○
申
請
方
法

　

次
の
必
要
書
類
を
用
意
し
、
役

　

場
２
階
企
画
政
策
課
ま
で
ご
持

　

参
く
だ
さ
い
。（
様
式
１
、２
に

　

つ
い
て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　

掲
載
し
て
い
ま
す
。）

 

・
補
助
金
交
付
申
請
書
（
様
式
第

　

１
号
）

 

・
婚
姻
届
受
理
証
明
書
ま
た
は
婚

　

姻
後
の
戸
籍
謄
本（
全
部
事
項
証

　

明
書
）

 
・
夫
婦
の
所
得
証
明
書
、
納
税
証

　

明
書
（
申
請
時
点
に
お
い
て
直

　

近
の
も
の
）

 

・
物
件
の
売
買
契
約
書
ま
た
は
工

　

事
請
負
契
約
書
の
写
し
（
住
宅

　

取
得
の
場
合
）

 

・
物
件
の
工
事
請
負
契
約
書
の
写

　

し
（
リ
フ
ォ
ー
ム
の
場
合
）・
物

　

件
の
賃
貸
借
契
約
書
の
写
し

　
（
住
宅
賃
貸
の
場
合
）

 

・
住
宅
手
当
支
給
証
明
書
（
様
式

　

第
２
号
）（
住
宅
手
当
が
支
給

　

さ
れ
て
い
る
場
合
）

 

・
領
収
書
の
写
し

 

・
世
帯
全
員
の
住
民
票

▼
問

　

企
画
政
策
課

　

企
画
政
策
グ
ル
ー
プ

　

☎
62-

１
１
２
２

沢
石
防
犯
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

を
紹
介
し
ま
す

　

当
団
は
、
１
９
８
１
年
か
ら
剣

道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
し
て
、
定

期
的
な
稽
古
の
ほ
か
に
も
、
各
種

大
会
、
地
域
行
事
へ
の
参
加
や
団

員
同
士
の
交
流
・
親
睦
活
動
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
青
少
年
健
全

育
成
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
福
島

県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
優
良
団
体
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

礼
儀
は
正
し
く
、
仲
間
を
大
切

に
！
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
厳
し
い
中

に
も
楽
し
く
稽
古
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
一
度
見
学
に
来
て
く

だ
さ
い
。

▼
問

　

団
長　

渡
辺　

悟

　

☎
０
９
０
‐
５
３
５
５
‐
０
３
９
５

小
学
生
親
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

開
催

　

三
春
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
で

は
、
小
学
生
親
子
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
教
室
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
開
催
日

　

６
月
11
日（
土
）〜
７
月
９
日（
土
）

　

午
前
９
時
〜
11
時

　
（
毎
週
土
曜
日
全
５
回
）

○
場
所

　

夕
陽
ヶ
丘
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
（
田
村
西
部
工
業
団
地
内
）

○
対
象

　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
子
ど

　

も
の
み
可
）
男
女
計
10
組
程
度

○
参
加
費

　

一
人
１
、７
０
０
円

　
（
ボ
ー
ル
代
、
保
険
料
な
ど
）

○
申
込
期
限　
５
月
27
日
（
金
）

○
そ
の
他

　

ラ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち
で
な
い
方
は

　

お
貸
し
し
ま
す
。
運
動
の
で
き
る

　

服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

佐
久
間
和
守

　

☎
62
‐
５
５
８
２
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　狂犬病予防注射（集合注射）を、次の日程表により実施します。
　会場は自由となりますので、狂犬病を予防するために予防注射の接種をお願いします。
○狂犬病予防注射日程表

○予防注射を受ける方法

○その他
　・犬の健康状態に不安のある場合は、先生にご相談ください。
　・当日お越しになる際は、犬を制御できる方の同伴をお願いします。
　・今回の集合注射で予防注射を受けなかった場合は、動物病院で必ずお受けください。
　　なお、犬の登録および注射済票の交付は、役場住民課のほか「さくら動物病院」でも行っています。

▼問　住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147

狂犬病予防注射（集合注射） のお知らせ

期　日 時　間 会　場 期　日 時　間 会　場
8:40～ 9:10
9:25～10:15
10:30～10:50
11:00～11:20
8:40～ 9:10
9:20～10:00
10:10～10:40
10:50～11:10

8:40～ 9:20
9:40～10:10
10:20～10:50
11:05～11:35
8:40～ 9:30
9:45～10:30
10:40～11:40

JA福島さくら御木沢農業資材センター
中郷地区交流館
蛇石集会所
中妻地区公民館
貝山集会所
八島台集会所
三春町役場（さわやかトイレ前）

南成田集会所
沢石会館
要田交流館大平荘
駅前集会所
山田集会所
岩江地区防災コミュニティセンター前
下舞木集会所
下舞木南部集会所

５月21日
（土）

５月22日
（日）

５月28日
（土）

５月29日
（日）

飼い犬の登録申請 予防注射を受ける方法 料　金
通知書（ハガキ）を送付します。
当日忘れずにご持参ください。

集合注射会場で登録をした上で
予防注射を受けることが可能です。
※混雑している場合は少しお待ちいただきます。
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、マスクを着用ください。
・ふんの後始末ができるよう、シャベル、袋等を予めご準備ください。
・重い病気にかかっていることが明らかな場合や過去に予防接種等により異常
　をおこした場合、犬をおさえられない場合は注射が打てません。

登録済みの方

登録をしていない方

注意事項

3,250円
　注射料2,700円
　注射済票交付手数料550円
6,250円
　登録手数料3,000円
　注射料2,700円
　注射済票交付手数料550円

か
い
や
ま
団
地
（
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
）
の
入
居
者
募
集

　

単
身
者
専
用
住
宅
の
、
か
い
や

ま
団
地
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。
居
室
は
メ
ー
タ
ー
モ
ジ
ュ
ー

ル
採
用
で
広
々
と
し
た
洋
室
が
２

間
あ
り
、
オ
ー
ル
電
化
仕
様
と

な
っ
て
い
ま
す
。
駐
車
場
や
駐
輪

場
、
専
用
の
倉
庫
な
ど
も
完
備
さ

れ
、
比
較
的
若
年
層
の
生
活
ス
タ

イ
ル
に
あ
っ
た
住
宅
で
す
。

○
募
集
す
る
団
地

○
入
居
資
格

⑴
単
身
で
あ
る
こ
と
。

⑵
月
額
所
得
が
１
５
８
、０
０
０
円

　
（
若
年
単
身
者
で
所
得
の
上
昇

　

が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
１
２
３
、

　

０
０
０
円
）以
上
、
４
８
７
、

　

０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

募　
集

⑶
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
国
民

　

健
康
保
険
税
、
軽
自
動
車
税
を

　

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑷
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

　

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２

　

条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

　

員
で
な
い
こ
と
。

○
申
込
方
法

　

建
設
課
建
築
グ
ル
ー
プ
に
備
え

　

付
け
の
申
込
書
を
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

　

郵
送
や
電
話
で
の
申
込
や
申
込

　

物
件
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
申
込
期
間

　

５
月
９
日
（
月
）
〜
13
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

○
提
出
書
類

⑴
最
新
の
所
得
証
明
書
（
マ
イ
ナ
ン

　

バ
ー
の
記
入
に
よ
っ
て
省
略
で
き

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

⑵
納
税
証
明
書

⑶
住
民
票

○
選
考
方
法

　

入
居
の
申
込
を
受
理
し
た
件
数

　

が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合
に

　

は
、
抽
選
に
よ
り
入
居
者
を
決

　

定
し
ま
す
。

○
入
居
予
定
時
期

　

令
和
４
年
５
月
下
旬

▼
問
・
申
込

　

建
設
課　

建
築
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
１
３

団地名

かいやま団地

所在地
大字貝山字
馬場33番地

構　造

木造２階建

有
2,000円/月

Ｈ10年

B－103
（1階）

建築年

間取り

２ＤＫ 41,000円

家　賃 駐車場 部屋番号
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暮
ら
し

募　

集

6月から施設けんしんが始まります
　6月1日から指定医療機関での施
設けんしんを実施します。希望の医
療機関に予約をとり、ご都合のよい
日に受診してください。実施期間は
12月28日（水）までです。
　なお、新型コロナウイルス感染症
等の状況により、実施期間が変更に
なる場合がありますので、あらかじめ
ご了承ください。
○指定医療機関等詳細については、
　4 月に郵送している「三春町成
　人けんしんガイド」（ピンク色の
　封筒）をご覧ください。
○健診・乳がん、子宮がん検診の受診
　券および胃がん検診検診録は、5月
　中旬から末日までに郵送します。
　※注意　集団けんしんで受診した健診・検診は受診できません。

▼問　保健福祉課　保健医療グループ　☎ 62-5110　FAX62-0202

健　
康

令
和
４
年
度
集
団
け
ん
し
ん（
総

合・乳
が
ん
）の
予
約
受
付

　

令
和
４
年
度
の
集
団
け
ん
し
ん

（
総
合
・
乳
が
ん
）
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
と

電
話
の
予
約
受
付
は
終
了
し
ま
し

た
が
、
ま
だ
空
き
が
あ
り
ま
す
。

予
約
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
保
健

福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
日
程
等
詳
し
く
は
、
広

報
み
は
る
４
月
号
ま
た
は
け
ん
し

ん
ガ
イ
ド
（
ピ
ン
ク
色
の
封
筒
で

郵
送
）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

保
健
福
祉
課　

保
健
医
療
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
５
１
１
０

　

℻
62
‐
０
２
０
２

19
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
健
康
診
査

　

福
島
県
で
は
職
場
の
健
康
診
断

や
、
学
校
の
健
康
診
断
等
を
受
け

る
機
会
が
な
い
方
を
対
象
に
、
健

康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
６
月
１
日
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
対
象

　

次
の
⑴
〜
⑶
の
す
べ
て
に
該
当

　

す
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

⑴
令
和
４
年
４
月
１
日
時
点
で
福

　

島
県
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

⑵
既
存
の
制
度
の
健
康
診
断
ま
た

　

は
健
康
診
査
の
機
会
が
な
い
方

※
検
査
項
目
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

　

お
勤
め
さ
れ
て
い
る
方
（
被
保

　

険
者
本
人
）
や
学
生
は
対
象
者

　

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑶
昭
和
58
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
16

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

○
施
設
け
ん
し
ん
の
受
け
方

⑴
三
春
町
保
健
福
祉
課
に
申
し
込

　

む
（
６
月
１
日 

締
切
厳
守
）

⑵
８
月
以
降
に
県
の
委
託
機
関
よ

　

り
案
内
通
知
が
郵
送
さ
れ
る

⑶
希
望
日
と
医
療
機
関
を
選
び
、

　

返
送
す
る

⑷
10
月
以
降
、
受
診
の
案
内
が
郵

　

送
さ
れ
医
療
機
関
で
受
け
る

○
集
団
け
ん
し
ん
の
受
け
方

　

保
健
福
祉
課
に
申
し
込
む

　

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　

受
診
希
望
日
を
お
知
ら
せ
く

　
　

だ
さ
い
。

　
　

日
程
等
は
広
報
み
は
る
４
月

　
　

号
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

保
健
福
祉
課　

保
健
医
療
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
５
１
１
０

　

℻
62
‐
０
２
０
２

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰

　

福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と

福
島
民
報
社
の
主
催
に
よ
り
、
県

内
で
金
婚
式
（
結
婚
し
て
50
年
）

を
迎
え
た
夫
婦
に
表
彰
状
・
記
念

品
を
贈
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
次
の
と
お
り

で
す
の
で
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

　

昭
和
47
年（
１
９
７
２
年
）１
月

　

１
日
か
ら
同
年
12
月
31
日
ま
で

　

に
結
婚
し
た
夫
婦
を
対
象
と
し

　

ま
す
。
な
お
、前
回
ま
で
に
未
申

　

請
の
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
申
込
方
法

　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

　

記
入
の
う
え
、
三
春
町
福
祉
会

　

館
、
保
健
福
祉
課
、
各
地
区
老

　

人
ク
ラ
ブ
の
代
表
者
の
い
ず
れ

　

か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

総合健(検)診受診録
健診受診券

保険証・自己負担金

総合健(検)診受診録
保険証・自己負担金
胃がん検診検診録
保険証・自己負担金
受診券・保険証
自己負担金
受診券・保険証
自己負担金
受診券・保険証
自己負担金

40歳以上75歳未満で国民
健康保険に加入している方
後期高齢者医療保険に加入
している方
40歳以上の方
50歳以上偶数年齢の方
昨年度未受診の方
20歳～79歳の方で、今まで
検査を受けたことがない方
40歳以上で偶数年齢の方
昨年度未受診の方
20歳以上で偶数年齢の方
昨年度未受診の方

一般健診
特定健診

肺がん検診
大腸がん検診
胃がん検診

胃がんリスク検診

乳がん検診

子宮がん検診

けんしんの種類 受診に必要な物対象者

○
申
込
受
付
期
限

　

７
月
４
日
（
月
）

○
表
彰
日
時

　

日
程
が
決
ま
り
次
第
、申
し
込
み

　

さ
れ
た
方
へ
直
接
連
絡
し
ま
す
。

▼
問

　

保
健
福
祉
課　

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
１
６
６

　

℻
62
‐
０
２
０
２

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る

高
額
介
護
合
算
療
養
費
等
の
支
給

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

令
和
２
年
８
月
か
ら
令
和
３
年

７
月
末
ま
で
の
医
療
保
険
と
介
護

保
険
の
自
己
負
担
額
の
合
計
が
基

準
限
度
額
を
超
え
て
い
る
方
は
高

額
介
護
合
算
療
養
費
等
の
申
請
が

で
き
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
の
方
で
支
給
対
象
と
な
っ
て

い
る
方
に
は
、
福
島
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
か
ら
申
請
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　

連
合
か
ら
の
通
知
で
は
申
請
窓

　

口
・
申
請
書
提
出
先
が
保
健
セ

　

ン
タ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、正

　

し
く
は
、

　
「
住
民
課　

国
保
グ
ル
ー
プ

　

〒
９
６
３
‐
７
７
９
６

　

福
島
県
田
村
郡
三
春
町
字
大
町
１
‐
２

　

☎
62
‐
２
１
４
７
」
で
す
。

▼
問

　

住
民
課　

国
保
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
４
７

健　

康
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第
36
回
国
民
健
康
保
険
健
康
づ
く

り
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
開
催

　
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
町
民
の
健
康

づ
く
り
の
た
め
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

自
分
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

　

拡
大
の
状
況
に
よ
り
、
中
止
と

　

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
日
時　
６
月
９
日
（
木
）

○
場
所　
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

○
申
込
み
締
切

　

５
月
20
日
（
金
）
ま
で

▼
問
・
申
込

　

住
民
課　

国
保
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
４
７

令
和
４
年
度
三
春
町
総
合
集
団
健

診
の
負
担
金
の
訂
正

　

広
報
み
は
る
４
月
号
と
け
ん
し

ん
ガ
イ
ド
に
お
い
て
、
総
合
集

団
健
診
に
か
か
る
前
立
腺
が
ん
負

担
金
に
つ
い
て
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。

　

正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
（
誤
）
無
料

　
（
正
）
５
０
０
円

▼
問

　

保
健
福
祉
課　

保
健
医
療
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
５
１
１
０

ふくしま健民アプリに三春町の「スタンプラリー」登場！！
　ふくしま健民アプリは県民の健康づくりを応援するアプリで、スマートフォンの歩数計と連動しアプリ内で自動的
に歩数をポイント化し、目標ポイントに達成すると「ふくしま健民カード」が発行されます。「ふくしま健民カード」
を県内の協力店で掲示すると、お得な特典が受けられます。
　三春町でも多くの方がアプリを使って健康づくりに取り組んでいますが、このたびアプリ「スタンプラリー」に、
三春町の「歴史と文化の城下町　三春を歩こう！」コースが追加されました。
　コースのチェックポイント５か所を歩いて巡り、すべてのポイントを巡ると100ポイントがもらえます。スマートフォ
ンのGPS機能を使用しコースを巡りますので、スマートフォンがあれば誰でも簡単に参加可能です。
　ぜひこの機会に「わが町三春」の魅力を歩いて再発見してみませんか？ 
　ふくしま健民アプリは、ＱＲから無料でダウンロードできます。多くの方のご参加をお待ちしています！
○チェックポイント　福聚寺、龍隠院、光岩寺、三春城跡、自由民権ひろば
　　　　　　　　　（ゆっくり歩いて約１時間程のコースです）
○参加方法　①ふくしま健民アプリをダウンロード
　　　　　　②ミッション内のスタンプラリーより三春町のコースを選択
　　　　　　③チェックポイントに到着したら「GPSでスタンプゲット」を押す
　　　　　　④５か所チェック後、100ポイントが付与される
○注意点　　100ポイント付与は１回のみとなります。

▼問　保健福祉課　地域ケア推進グループ　☎ 62-5110　 FAX 62-0202

広　
告　
欄
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　三春町が設置する相談機関です。

　困りごとがありましたら、まずは地域包括支援センターへご相談

ください。

　主任介護支援専門員と社会福祉士、保健師や介護支援専門員の専

門スタッフが、ご相談に対応します。

場所：三春町字南町１　三春町福祉会館１階（三春町役場向かい）

▼問　地域包括支援センター　☎ 62-8586
　　　介護保険グループ　　　☎ 62-3166

高齢者の皆様の総合相談窓口
「三春町地域包括支援センター」をご紹介します

こころの健康相談会を開催します
　仕事や人間関係の悩み、子育てや引きこもりのことなど、一人で悩まず専門家へ相談してみませんか。自分の
ことだけではなく、ご家族の心配なことでも構いません。相談は無料、秘密は厳守します。まずは、保健師までお
問い合わせください。

▼問　保健福祉課　地域ケア推進グループ　☎ 62-5110
※事前に予約が必要です。各開催日の２日前までにご連絡ください。

開催日 時　間 相談員
公認心理師（臨床心理士）

医　師

公認心理師（臨床心理士）

公認心理師（臨床心理士）

公認心理師（臨床心理士）

医　師

公認心理師（臨床心理士）

公認心理師（臨床心理士）

公認心理師（臨床心理士）

医　師

公認心理師（臨床心理士）

場所

保健センター

5月25日

6月 8日

7月27日

8月31日

9月28日

10月12日

11月30日

12月21日

令和５年1月25日

2月 8日

3月 8日

9:30~11:30

14:00~16:00

9:30~11:30

9:30~11:30

9:30~11:30

14:00~16:00

9:30~11:30

9:30~11:30

9:30~11:30

14:00~16:00

9:30~11:30

水

水

水

水

水

水

水

水

水

水

水

曜日
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☆この時期は、栄養のほとんどを食事からとります。
☆おやつは、ふかし芋やフルーツ、乳製品、おにぎり、野菜たっぷりのおやき
　などがおすすめです。

食生活リズムの例

※ 22時の母乳・ミルクは 1歳 2～ 3か月頃にやめていきます。

何をどれだけ食べればいいの？

※ごはん：お子さんの茶碗で８分目ほどです。
▼問　子育て支援課　保育グループ　☎ 62-0055

健康・栄養コラム
今月号は離乳食の完了期（12～18か月）についてお話します！

起床
（６：００）

１回目
離乳食
（７：００）

おやつ
（９：３０）

昼寝
（１回目）

２回目
離乳食

（12：00）

昼寝
（２回目）

おやつ
（15：30）

３回目
離乳食

（18：00）

就寝
（20：00）

母乳・ミルク
（22：00）

　離乳食の気がかりチェックポイント！！
　①食べる量が安定しない
　・身長や体重の増え具合が順調なら気にしませ
　　ん（母子手帳の成長曲線で確認しましょう）。
　・食べる時と食べない時の差が大きいので、食
　　事で不足している栄養を補うため、おやつを
　　与えましょう。
　②食べることに集中しない
　・食べる、遊ぶの区別をつけるために食事は
　　20分くらいで切り上げます。
　・床にしっかりと足がつくような安定した姿勢
　　を保てるイスに座らせましょう。

　③自分から食べようとしない
　・大人が楽しく食べる様子を見せたり、食事の
　　簡単な手伝いをしてもらいながら、根気よく
　　関心を引き出していきます。自分から少しで
　　も食べられたら、たくさんほめましょう。
　・また、生活リズムを見直しして、お腹が空く
　　よう心がけてみましょう。
　④好き嫌いする
　・無理に食べさせず、日を変えたり、調理法を
　　変えて試してみましょう。変えるポイントは
　　味・固さ・食材などです。

広告欄

ごはん
（軟飯）
80ｇ

野菜
（みそ汁）
35ｇ
野菜

（みそ汁）
35ｇ
野菜

（スープ）
35ｇ

ごはん
（軟飯）
80ｇ
ごはん
（軟飯）
80ｇ

卵
２／３個
30ｇ
魚
20ｇ

豆腐
40ｇ

午前
10時 50㎖

牛乳 果物

50㎖午後
３時

30ｇ
バナナ1/3
30ｇ

りんご1/5

間食
（おやつ）

肉
20ｇ

いも
50ｇ

ごはん

朝食

昼食

夕食

おかず

＋
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季節や日常会話の手話をご紹介するコーナーの第１７回目は、「鯉のぼり」「5月連休」です。
手話と一緒に、口も大きく動かしてください。詳しくは動画をご覧ください。
「広報みはる」で紹介した手話を、三春町のホームページから動画でご覧になれます。
または、「三春町」「手話」で検索。スマートフォンでは、右のＱＲを読み取ってご覧ください。

「鯉のぼり」

「5月連休」

み
ん
な
の
掲
示
板

右手のひらの甲を前に向け、右から左に魚が泳ぐよ
うに、くねくねさせながら動かす。これを「鯉」に
見立てます。

親指を立てた左手をよこににして「五」の数字を表
し、その下に何かを人差し指と親指でつまむよう
な形を作った右手を置く。そして人差し指と親指を
ゆっくり離しながら下におろして「月」を現します。

次に、左手の人差し指を上に向けて立て「ポール」の意味を表
す。それを魚の動きをした右手を人差し指の先に当てて、鯉
が風にはためく様子を表すと「鯉のぼり」の手話になります。

次に、右手と左手のひらを下に向けて親指どうしを
くっつけると「休み」の手話になります。これをくっ
つけたり離したりしながら(２回)右から左に動かすと
「休みが続く」の意味になり、「連休」の言葉を表します。

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

▼
寄
附

▽
物
品

 

・
増
子　

忠
一
（
山
田
）

 【
ふ
る
さ
と
三
春
町
応
援
寄
附
金
】

 

・
中
村　

淳

　
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

 

・
沢
田
石　

裕
行

　
（
埼
玉
県
草
加
市
）

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団

寄
附
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

し
て
い
た
だ
い
た
方
々

（
令
和
４
年
３
月
９
日
〜　
　

４
月
８
日
）

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

み
ん
な
の
掲
示
板

今回の動画は後日掲載予定です。
ご了承ください。

広告欄



5月の行事カレンダー

◆カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されているページ数です。
　各行事の詳細については、該当ページをご覧ください。
◆施設の休館日は25ページに掲載しています。

3歳 6か月児健診

お誕生会
（午前11時30分～
11時45分・子育て
支援センター）27

27

たのしいせいさく
（子育て支援センター）

28

3～ 4か月児健診 28

人権相談・
行政相談 43

1歳6か月児健診 28

289～10か月児健診

ままカフェみはる
（10時～11時30分・
子育て支援センター）

28

出前おはなし会
（11 時 45 分～・子
育て支援センター）27

おはなし “あのね ”
（11時45分～・子育
て支援センター）27

子育て相談日 28

こころの健康
相談会 43

のびのびの日
（午前10時～正午・
子育て支援センター）27

憲法記念日 みどりの日 こどもの日

43心配ごと相談

43心配ごと相談

27

絵本とわらべ唄
（11時～11時30分・
図書館おはなし室）

43心配ごと相談

43心配ごと相談

おやこ運動遊び教室
（午前10 時15分～
11時30分・保健セ
ンター）27

27

野菜の苗植
え体験

（9時 30分～正午・
岩江センター）27
理科クラブ
（9 時～正午・三春
小学校内わんぱくク
ラブ室）27

体育館で遊ぼう
（午前10時～11時・
御木沢小体育館）

1817 19 20 21

22 23

9 1110 12 13 14

15 16

2524 26 27 28

29 30 31

8

765432１
日 月 火 水 木 金 土

●● 夏の軽装運動を実施します ●●●● 夏の軽装運動を実施します ●●
　省エネ対策の一環として、5 月 1 日から 10 月 31 日までの期間、職員
の軽装（ノーネクタイ）運動を実施します。
　また、冷房の室内温度を高めに設定しますので、ご理解とご協力をお
願いします。
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配信中！
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人口・世帯数　　　　

５月 医療機関名 薬局名

6月 医療機関名 薬局名

○ 休日夜間は郡山市夜間急病センター☎024-934-5656

田村地方夜間診療所
現在、診察を一時休止し、夜間の電話相談のみを受け付けています。
☎81-2233　FAX72-8841
時間　午後7時 30分～ 9時 30分（土・日・祝日を除く）
福島県夜間救急相談～＃7799～
「病院に行った方がいいかな？」「救急車を呼んだほうがいいかな？」
迷ったら、市外局番なしの「＃7799」までご相談ください。
（固定電話アナログ回線の場合は、☎024-524-3020）

休日診療時間 午前９時～午後６時
（医療機関によっては午前９時～午後５時）

夜間・休日のお医者さん

急病時の問い合わせ先
日曜休日夜間当番医案内
 　☎024-933-4000（自動音声、24時間対応）
福島県こども救急電話相談
　 ☎#8000（固定電話アナログ回線の場合は、☎024-521-3790）
 　受付時間：午後7時から翌朝8時まで
※新型コロナウイルス感染症の症状が疑われる場合は、
　かかりつけ医または、以下の窓口にお電話ください。

受診・相談センター
☎０１２０－５６７－７４７
受付時間：２４時間（毎日）

3 日（火）
4日（水）
5日（木）
8日（日）
15日（日）
22日（日）
29日（日）

さくら調剤薬局
共創未来船引薬局
きよはし薬局駅前店
コスモ調剤薬局東部台
コスモ調剤薬局小野町店

公立小野町地方綜合病院
三春病院
たむら市民病院
中央通りクリニックやない
雷クリニック
東部台こどもクリニック
橋本医院

☎72-3181
☎62-3131
☎82-1117
☎81-2662
☎62-6333
☎81-2580
☎72-3711

5 日（日）
12日（日）
19日（日）
26日（日）

コスモ調剤薬局船引店
みはる調剤薬局
げんじろう調剤薬局
オリオン薬局

船引クリニック
せんざき医院
まつえ整形外科
南東北病院滝根診療所

☎82-0137
☎61-2777
☎81-1222
☎78-2442

【人権相談】

【行政相談】

【心配ごと相談】

【こころの健康相談会】

●●●今月の相談●●●

▼問　住民課　生活環境グループ
　　　☎ 62-2147　FAX62-5155

〇町営バスをご利用の際は、お得な回数券・定期券をご
　利用ください。
　回数券はバス車内および役場窓口、定期券は役場窓口
　でそれぞれお買い求めいただけます。
※三春の里コースのみ、年末年始を除き毎日運行して
　います。
※岩江コースは週4日（月・火・木・金）運行しています。
※スクール混乗コースおよび通勤コースを除く朝晩コー
　ス５路線は週５日（月～金）運行しています。

運休日：1・3・4・5・8・15・22・29日

【消費生活無料法律相談】

マーク は、町営バスの運休日です。

町営バス運休カレンダー（５月）
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地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

　4月6日、町内の各小中学校の入学式が行われました。午前中に小学校で126 名、午後に中学校で145 名の新入
生の新しい学校生活がスタートしました。272 名の新入生のみなさん、入学おめでとうござます。
　※町内小学校の他、田村市立要田小学校の新入生 2名のうち、1名が三春町の児童です。

令和４年度スタートしました!!

三春小学校・新入生43 名

中妻小学校・新入生 9名 沢石小学校・新入生 9名

岩江小学校・新入生45 名

三春中学校・新入生 93 名

御木沢小学校・新入生11名

中郷小学校・新入生 9名

岩江中学校・新入生52名 要田小学校・新入生 2名

中郷小学校「滝桜を守る会」
　中郷小学校には、三春滝ザクラを守るために組織された「滝桜を守る会」があります。
例年桜の開花に合わせ、観桜客へのおもてなしとして、ゴミ拾いなどのクリーンアップを
行っています。
　今年は、三春滝ザクラの国の天然記念物指定100 周年を記念し、児童の皆さんが制
作したメッセージ入りのパンフレットを三春滝ザクラの前で配布しました。児童の皆さん
が恥ずかしがりながらも、パンフレットを手渡しすると観桜客の皆さんは、にこやかな表
情でありがとうと答えていました。
　2年間は、新型コロナウイルス感染症の影響で活動
できなかったことも多かったが、これまでの中郷小学
校児童たちの継続した活動や制作してきたパンフレッ

トなどをもっと広めて、三春町や中郷地域の良さをPRしてきたいと先生方も語っ
ていました。
　「滝桜を守る会」は、今年で結成40年を迎えます。今後も、地域の皆さんと一緒
に三春滝ザクラを守る継続した活動が行われていきます。


